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1. nWAKU の概要 
 

この章では、「nWAKU」の概要について説明します。 

 

1.1 nWAKU の特徴 

1.2 nWAKU の機能と使える現場パターン 

1.3 機器の構成 

1.4 nWAKU の起動 
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1.1. nWAKU の特長 
 

ｎWAKU はのり面の設計・補修を支援する 5 つの機能を備えたプログラムです。 

 

○のり枠工設計計算 

 

のり面の安定化に使用するのり枠工の設計計算を行います。計算手法は、限界状態設計法と許容応力度法

の 2 種類があります。 

 

解析モデルとして、のり枠工のみ 7 種類、ロックボルト併用工 7 種類、グラウンドアンカー併用工 7 種類と全部

で 21 種類の現場パターンを用意しました。上部斜面の計算や、併用工については簡易安定計算も行うことがで

きます。 

また、枠の寸法から抑止可能な崩壊の規模を算出できる機能もあります。 

 

「nWAKU」では、基本的な操作をフローチャート形式のコマンドで行います。これにより、データ入力から計算

結果まで誰でも簡単に行うことができます。 

 

「nWAKU」には、数々の参考値があらかじめ登録されているので、毎回参考文献を調べる必要がありません。

ボタンひとつでいつでも参照できます。 

 

計算結果は報告書形式で印刷でき、結果の妥当性が容易に確認できます。また、Word(doc)形式、Adobe 

Acrobat(pdf)形式に出力できます。 

 

○施工計画書 

 

のり枠工設計計算の結果を用いて、施工計画書を作成できます。フローに沿って入力を行うと、施工計画書と

して、Excel 形式で出力できます。 

 

○吹付工法・厚さ検討 

 

地山の状態と斜面の状態・勾配と吹付厚さの関係を示した吹付仕様の選定グラフを直感的に操作しながら、

吹付工法および吹付厚さを検討します。 

 

検討に使用したグラフと採用した工法、厚さ、下地処理の内容を検討書として Word(doc)形式で出力できま

す。 

 

○のり面補修提案書 

 

フローチャート形式で実施済みの調査内容の入力、老朽化現象のパターン選択、それに対する補修工法の

提案選択などを設定し、のり面補修提案書を Word(doc)形式で出力できます。 

  

補修工法は「熱赤外線映像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル」による補修工法・ニューレスプ工法・ 

のリフレッシュ工法、トーコンプラス工法の 4 工法の中から選択できます。 

 

○空洞概略マップ・ボリューム計算 

 

のり面の空洞位置・深さを入力することで、深さごとにグラデーションと等高線を表示した空洞概略マップを作

成して、空洞ボリュームを計算します。 

 

概略マップと空洞ボリュームの計算表を Word(docx)形式で、また概略マップを CAD(cfv,dwg,dxf,sfc,p21)形式

でそれぞれ出力することができます。 
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1.2. nWAKU の機能と使える現場パターン 
 

この「nWAKU」はのり面工事において、安定計算からアンカー工の計算、さらにはのり枠工の計算まで一連に解

析できる一人三役の「安定計算、構造計算連動システム」です。 

本ソフトの特徴として、比較的簡単なモデルの対策工は非常に簡単に検討できる特徴がある一方、複雑なモデ

ルは解析できない弱点があります。つまりのり面の解析上よくあるパターンを非常に簡単に解析できるようにしたシ

ステムです。使用の際はそれらの特徴を十分に理解していただければ、お客様の即戦力となることは間違いありま

せん。まずはここに「nWAKU」の機能と「こんな現場に便利」といった説明をします。 

 

 

機  能 
のり肩に発生する直線(平面)すべりを、のり枠工単独で抑止する計

算を行います。 

こんな現

場に便利 

のり肩を含んで節理沿いに発生するのり肩すべり。砂っぽい土質の

のり肩すべり。 

使用でき

ない現場 

のり尻を含むすべり。大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
のり肩に発生するくさび形すべりを、のり枠工単独で抑止する計算

を行います。 

こんな現

場に便利 

のり肩を含んで節理沿いに発生するのり肩すべり。砂っぽい土質の

のり肩すべり。 

使用でき

ない現場 

のり尻を含むすべり。大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
のり面内に発生する円弧すべりを、のり枠工単独で抑止する計算を

行います。 

こんな現

場に便利 

土砂および比較的軟質なのり面で、ひとのりの内部だけですべりの

発生が予想される現場。 

使用でき

ない現場 

のり肩またはのり尻を含むすべり。大規模なすべり。また砂っぽい地

質だと直線(平面)すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
のり面内に発生するくさびすべりを、のり枠工単独で抑止する計算

を行います。 

こんな現

場に便利 

風化岩や節理の発達したのり面で、ひとのりの内部だけでくさびす

べりの発生が予想される現場。 

使用でき

ない現場 

のり尻を含むすべり。大規模なすべり。また土砂っぽい地質だとくさ

びすべりにはなりにくいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
最上段ののり面に発生する直線(平面)すべりを、のり枠工単独で抑

止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

地山を含んで最上段ののり面に発生する、節理沿いのすべり、ある

いは砂っぽい土質のすべり。 

使用でき

ない現場 

のり尻を含むすべり。大規模なすべり。また土砂っぽい地質だと直

線すべりにはなりにくいため避けたほうがよいでしょう。 
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機  能 
最上段ののり面に発生するくさび形すべりを、のり枠工単独で抑止

する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

地山を含んで最上段ののり面に発生する、節理沿いのすべり、ある

いは砂っぽい土質のすべり。 

使用でき

ない現場 

のり尻を含むすべり。大規模なすべり。また土砂っぽい地質だと直

線すべりにはなりにくいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
のり枠の自重、枠内重量、雪荷重などを外力としたのり枠工の計算

を行います。 

こんな現

場に便利 
植生工の基礎工としての計算ができます。 

使用でき

ない現場 

のり面そのものが不安定な現場。表層すべりの対策には使えませ

ん。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、ロックボルト工+のり枠

工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは砂っぽい土質の

すべり。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、アンカー工+のり枠工

で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは砂っぽい土質の

すべり。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。規模が小さい

すべりではアンカー工は過大となります。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、ロックボルト工+のり枠

工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは砂っぽい土質の

すべり。小段部でやや深く、頭部に鉛直の崖を持つ。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。規模が大きい

すべりではアンカー工の方がいいでしょう。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、アンカー工+のり枠工

で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは砂っぽい土質の

すべり。小段部でやや深く、頭部に鉛直の崖を持つ。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。規模が小さい

すべりではアンカー工は過大となります。 
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機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、ロックボルト工+のり枠

工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは土砂すべり。小段

部でやや深く円弧形に近い。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。規模が大きいすべりではアン

カー工の方がいいでしょう。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、アンカー工+のり枠工

で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する小段+のり面すべり、あるいは土砂すべり。小段

部でやや深く円弧形に近い。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。規模が小さいすべりではアン

カー工は過大となります。 

 

 

機  能 
最上段ののり面に発生する直線（平面）すべりを、ロックボルト工＋

のり枠工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する最上段ののり面すべり、あるいは砂っぽい土質

のすべり。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。 

 

 

機  能 
最上段ののり面に発生する直線（平面）すべりを、アンカー工＋のり

枠工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

節理沿いに発生する最上段ののり面すべり、あるいは砂っぽい土質

のすべり。 

使用でき

ない現場 

のり面 2 段にまたがる大規模なすべり。また粘土っぽい地質だと円

弧すべりになりやすいため避けたほうがよいでしょう。規模が小さい

すべりではアンカー工は過大となります。 

 

 

機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、ロックボルト工+のり枠

工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

まるまるのり面2段におよぶ規模の大きなすべり。円弧形も直線近似

することによって計算可能。頭部に鉛直の崖を伴う。 

使用でき

ない現場 

まるまるのり面 2 段におよぶ以外のすべり。規模が大きい場合は、抑

止工はアンカー工と比較した方がいいでしょう。 

 

 

機  能 
のり面 2 段にわたり発生するすべりを、アンカー工+のり枠工で抑止

する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

まるまるのり面2段におよぶ規模の大きなすべり。円弧形も直線近似

することによって計算可能。頭部に鉛直の崖を伴う。 

使用でき

ない現場 

まるまるのり面 2 段におよぶ以外のすべり。規模が小さい場合は、抑

止工はロックボルト工と比較した方がいいでしょう。 
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機  能 
小段+のり面に発生する直線(平面)すべりを、ロックボルト工+のり枠

工で抑止する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

まるまるのり面2段におよぶ規模の大きなすべり。円弧形も直線近似

することによって計算可能。頭部に傾斜した崖を伴う。 

使用でき

ない現場 

まるまるのり面 2 段におよぶ以外のすべり。規模が大きい場合は、抑

止工はアンカー工と比較した方がいいでしょう。 

 

 

機  能 
のり面 2 段にわたり発生するすべりを、アンカー工+のり枠工で抑止

する計算を行います。 

こんな現

場に便利 

まるまるのり面2段におよぶ規模の大きなすべり。円弧形も直線近似

することによって計算可能。頭部に傾斜した崖を伴う。 

使用でき

ない現場 

まるまるのり面 2 段におよぶ以外のすべり。規模が小さい場合は、抑

止工はロックボルト工と比較した方がいいでしょう。 

 

 

機  能 
必要抑止力を手入力して、ロックボルト工+のり枠工で抑止する計算

を行います。 

こんな現

場に便利 
全ての現場に使えますが、安定計算が別途必要となります。 

使用でき

ない現場 

安定計算結果のないすべり。抑止工はアンカー工と比較した方がい

いでしょう。 

 

 

機  能 
必要抑止力を手入力して、アンカー工+のり枠工で抑止する計算を

行います。 

こんな現

場に便利 
全ての現場に使えますが、安定計算が別途必要となります。 

使用でき

ない現場 

安定計算結果のないすべり。抑止工はロックボルト工と比較した方

がいいでしょう。 

 

 

機  能 
のり枠工の諸元を任意に入力して、そののり枠がどの程度の規模の

崩壊まで抑止可能であるかを計算します。 

こんな現

場に便利 

のり中間からの円弧崩壊、または、のり肩からの崩壊が想定される現

場 

使用でき

ない現場 
－ 

 

 

総じて「nWAKU」は、詳細な地質調査資料(ボーリング資料)などがなく、現地のジャッジメントですべりの形や層厚

を決める現場には非常に使いやすいように設計されています。「nWAKU」での可能領域を超え、より詳しい地質調査

資料があり、より細かいモデルでの検討が必要な場合は、弊社別売りソフトの「PowerSSA PRO」「ANCHOR」「補強土」

などで解決できます。弊社サポートまで気軽にお問い合わせください。 
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1.3. 機器の構成 
 

「nWAKU」を使用するためには以下のハードウェア環境が必要です。 

 

コンピュータ本体 

Windows 8.1/10/11 が動作する機種 

 

基本ソフトウェア 

Windows 8.1/10/11 

 

メモリ 

基本ソフトウエアで推奨する容量以上であること 

 

ハードディスク 

100MB 以上の空き容量 

 

出力装置 

基本ソフトウエアに対応したプリンタ 

 

ドライブ 

CD-ROM ドライブ（アプリケーションのセットアップに必要） 

 

ディスプレイ解像度 

1280×1024 ドット以上、High Color (16 ビット)表示が可能であること 

 

その他 

Microsoft Word 2013～2019 （Word 出力に必要） 

Microsoft Excel 2013～2019 （Excel 出力に必要） 

PDF 閲覧ソフト（ヘルプの表示に必要） 

  



 

8 

 

1.4. nWAKU の起動 
 

「nWAKU」が正常にセットアップされると、Windows の[スタート]メニューに、「nWAKU」が登録されます。

「nWAKU」を起動するには、Windows の[スタート]－[GODAI 土木アプリケーション]－[nWAKU Version7]をクリック

します。すると、下図の画面が表示され「nWAKU」がスタートします。 

 

 

 
 

 
 

 

  

nWAKU 起動 
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2. 基本操作説明 
 

この章では、「nWAKU」の基本操作について説明します。 

 

2.1 メイン画面の名称 

2.2 メニューバー 
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2.1. メイン画面の名称 
 

 

 

 
 

 

 

 

タイトルバー 

ウィンドウ上端のアプリケーション名とファイル名が表示される部分です。タイトルバーをマウスで押したまま動か

すと、ウィンドウを移動できます。また、右端のボタンで以下のウィンドウ操作ができます。 

 

 
[元のサイズに戻す]ボタン 

 
[最小化]ボタン 

 
[最大化]ボタン 

 
[閉じる]ボタン 

 

 

メニューバー 

メニューバーの各項目をクリックするとさまざまなメニューコマンドが表示され、それをクリックすることによってコマ

ンドが実行されます。メニューバーには以下のものがあります。 

 

[ファイル]   ファイル操作 

[規格]     異形鉄筋の規格 

[設定]     プログラム全体に影響する値の設定 

[参考値]   プログラム上で使用する値の参考値 

[ヘルプ]   ヘルプ、バージョン情報 

 

タイトルバー 
メニューバー ツールバー 

フローチャートコントロール 

作業領域 

機能選択ボタン 
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ツールバー 

ツールバーには、[ファイル]メニューの[上書き保存]など、nWAKU でよく使われるコマンドと同じ機能を持ったボ

タンが表示されています。ツールバーからコマンドを実行するには、ツールバー上の各ボタンをクリックしてくださ

い。ツールバーには以下のものがあります。 

 

・・・ファイルを新規に作成します。 

・・・既存のファイルを開きます。 

・・・ファイルを上書きして保存します。 

 

 

フローチャートコントロール 

のり枠工の計算の流れを示したものです。 

フロー項目がそれぞれ１画面に対応しています。項目部分をクリックすると作業領域の画面が切り替わり、データ

の入力や結果の表示を確認することができます。上から順番にデータを入力していけば簡単に結果を導くことが

出来ます。 

 

  
 

 

 

作業領域 

データを入力したり、結果を表示したりするエリアです。 

フローチャートと連動しており、選択した項目に対応した画面が常に表示されます。 

 

  

選択しているのり枠工（解析モデル）と計算手法 

のり枠工の選択を切り替えるボタン 

フロー項目（選択状態） 
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2.2. メニューバー 
 

ここでは、メニューバーについて説明します。 

 

2.2.1 [ファイル]メニューのコマンド 

2.2.2 [規格]メニューのコマンド 

2.2.3 [設定]メニューのコマンド 

2.2.4 [参考値]メニューのコマンド 

2.2.5 [施工設定]メニューのコマンド 

2.2.6 [ヘルプ]メニューのコマンド 
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2.2.1. [ファイル]メニューのコマンド 

 

 
 

 

新規作成 

ファイルを新規に作成します。 

 

ファイルを開く 

既存のファイルを開きます。 

 

上書き保存 

作業中のファイルを上書きして保存します。ただし、新規ファイルの場合はファイル名を入力する必要がありま

す。 

 

名前を付けて保存 

作業中のファイルに新しい名前を付けて保存します。 

 

最近使ったファイル参照 

最近使ったファイルが 10 個まで表示されます。クリックすればファイルが開きます。 

 

終了 

「nWAKU」を終了します。このとき、ファイルに変更がある場合は保存するかどうかのメッセージが表示されます。 
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2.2.2. [規格]メニューのコマンド 

 

ここでは「nWAKU」に登録されている規格データの確認、変更をすることができます。変更した内容は「nWAKU」を

終了したあとも保存されます。 

 

 
 

 

異形鉄筋 

異形鉄筋の編集画面を表示します。 

D10～D51 のデータが出荷時にあらかじめ登録されています。 

 

ロックボルト材 

ロックボルト材の編集画面を表示します。 

D19～D29 のデータが出荷時にあらかじめ登録されています。 

 

ソイルクリート 

ソイルクリートの規格を表示します。編集はできません。 

 

イージーシェルフ 

イージーシェルフの規格を表示します。編集はできません。 

 

RT フレーム 

RT フレームの規格を表示します。編集はできません。 

 

GT フレーム - GT フレーム 

GT フレーム工法の GT フレーム規格の編集画面を表示します。 

 

GT フレーム - ジオグリッド 

GT フレーム工法のジオグリッド規格の編集画面を表示します。 
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2.2.3. [設定]メニューのコマンド 

 

ここでは「nWAKU」の計算に関する各種の設定を表示、変更することができます。変更した内容は「nWAKU」を終

了したあとも保存されます。 

 

 
 

 

設計積雪深の設定 

のり勾配に対する設計積雪深の考慮率を設定します。 

 

Mmax･Smax 算出式 

Mmax、Smax を算出する式の係数を設定します。全国特定法面保護協会、フリーフレーム協会、土木学会構造

力学公式集の３タイプがあります。 

 

Mmax 算出式 (ソイルクリート工法) 

ソイルクリート工法での Mmax を算出する式の係数を表示します。 

 

テンドン極限、降伏引張り力に対する低減率 

アンカー鋼材を選定するときのテンドン極限引張り力、テンドン降伏引張り力に対する低減率を設定します。 
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2.2.4. [参考値]メニューのコマンド 

 

ここでは「nWAKU」の計算で使用する参考値を表示、変更することができます。変更した内容は「nWAKU」を終了

したあとも保存されます。 

 

 
 

標準枠断面 

標準的な枠断面の参考値画面を表示します。 

 

箱抜き径 

箱抜き径の参考値画面を表示します。 

 

単位体積重量 

単位体積重量の参考値画面を表示します。移動土塊、のり枠、中詰め材、水切り、積雪の 5 種類あります。 

 

許容応力度法（仕様規定型） 

設計基準強度および許容応力度の参考値画面を表示します。 

 

限界状態設計法（性能照査型） 

限界状態設計法に関する設計条件の参考値画面を表示します。 

 

鋼材の許容応力度 

鋼材の許容応力度の参考値画面を表示します。 

 

地盤の許容支持力 

地盤の許容支持力の参考値画面を表示します。 

 

極限周面摩擦抵抗 

極限周面摩擦抵抗の参考値画面を表示します。 

 

許容付着応力度 

グラウトと鋼材の許容付着応力度の参考値画面を表示します。 

 

引き抜きに対する安全率 

引き抜きに対する安全率の参考値画面を表示します。 

 

プレートの許容曲げ応力度 

プレートの許容曲げ応力度の参考値画面を表示します。 

 

標準スパン 

標準的な枠断面および枠スパンの参考値画面を表示します。 

 

GT フレーム工法 

GT フレーム工法の参考値画面を表示します。単位体積重量（のり枠）、部分安全係数、植生基材の吹付厚があ

ります。  
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2.2.5. [施工設定]メニューのコマンド 

 

ここでは「nWAKU」の施工計画書で使用する設定値を変更することができます。変更した内容は「nWAKU」を終了

したあとも保存されます。 

 

 
 

 

施工量の設定 

施工計画書の稼働日数を算出するための施工量を設定します。 

 

出来形管理の設定 

施工計画書の出来形管理の登録値を設定します。 

 

指定機械 

施工計画書の指定機械を登録します。 

 

主要機械 

施工計画書の主要機械を登録します。 

 

主要資材 

施工計画書の主要資材を登録します。 

 

CO2 排出機械 

施工計画書の CO2 排出機械を登録します。 

 

会社情報 

施工計画書の会社情報を登録します。 
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2.2.6. [ヘルプ]メニューのコマンド 

 

 
 

 

取り扱い説明書（PDF） 

取り扱い説明書を表示します。操作手順やリファレンスなど関連情報を見ることができます。 

 

サポートページ 

インターネットへの接続が可能な環境であれば、弊社のホームページへアクセスできます。最新情報、FAQ など

のサポート情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 

技術情報ページ「いさぼうネット」 

インターネットへの接続が可能な環境であれば、土木情報サービス「いさぼうネット」へアクセスできます。最新情

報、工法カタログなどの技術情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 

アップデート確認 

インターネットへの接続が可能であれば、最新バージョンの確認ができます。 

 

バージョン情報 

「nWAKU」のバージョン情報を表示します。 
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2.3. 機能選択 
 

「nWAKU」の起動時、または[機能選択]ボタンをクリックした時に[機能選択]画面が表示されます。以下の 4 つの

機能はこの画面から切り替えます。 

 

□のり枠工設計計算 （3 章） 

□施工計画書 （4 章） 

□吹付工法・厚さ検討 （5 章） 

□のり面補修提案書 （6 章） 

□空洞概略マップ・ボリューム計算 （7 章） 

 

※空洞概略マップは、別ソフトとして起動します。 

 

 

 
 

 

 

 

項目 説明 
 

システム起動時にこの画面 nWAKU を起動したときに、機能選択画面を表示する場合はチェックをオンに 

を表示する します。 

 

のり枠工設計計算 「のり枠工計算」機能に切り替わります。 

 

施工計画書 「施工計画書」機能に切り替わります。 

 

吹付工法・厚さ検討 「吹付工法・厚さ検討」機能に切り替わります。 

 

のり面補修提案書 「のり面補修提案書」機能に切り替わります。 

 

空洞概略マップ・ボリューム計算 「空洞概略マップ・ボリューム計算」（別ソフト）を起動します。 
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（空白ページ） 
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3. nWAKU の計算 
 

この章では、「nWAKU」の計算するまでの流れについて説明します。 

 

3.1 工法の選択 

3.2 吹付枠工 

3.3 ソイルクリート工法 

3.4 イージーシェルフ工法 

3.5 RT フレーム工法 

3.6 GT フレーム工法 
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3.1. 工法の選択 
 

フローチャートの上部にある[工法の選択]ボタンをクリックすると、この画面が表示されます。ここでは、計算するのり

枠の解析モデルを選択します。画面左下の［のり枠の設計方法］で限界状態設計法／許容応力度法を選択します。 

 

 

 

項目 説明 
 

システム起動時にこの画面 nWAKU を起動したときに、まず、この選択画面を表示する場合はチェックをオンに 

を表示する します。 

 

工法の選択 5 種類の工法から選択を行います。 

 

崩壊形状の選択 のり枠工の解析モデルを選択します。選択したのり枠工の解析モデルにより、フロ

ーチャートおよび入力項目が変化します。 

  

吹付枠工 簡易吹付枠工 強化簡易法枠 
補強土植生のり

枠 

吹付枠工 
ソイルクリート工法 

イージーシェルフ工 
ＲＴフレーム工法 GT フレーム工法 

 

 

                      
 

 

 

 

 

 

  

 

各工法の情報はホームページに掲載され

ています。参考にしてください。 
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◆吹付枠工◆ 単独のり面 のり肩崩壊 [直線] 

  のり肩崩壊 [くさび] 

  のり中間崩壊 [円弧] 

  のり中間崩壊 [くさび] 

  ロックボルト工併用 [直線] 

  ロックボルト工併用 [くさび A] 

  ロックボルト工併用 [くさび B] 

  グラウンドアンカー工併用 [直線] 

  グラウンドアンカー工併用 [くさび A] 

  グラウンドアンカー工併用 [くさび B] 

 複合のり面 のり面＋上部斜面 [直線] 

  のり面＋上部斜面 [くさび] 

  ロックボルト工併用(上部斜面) [直線] 

  ロックボルト工併用 [２段 A] 

  ロックボルト工併用 [２段 B] 

  グラウンドアンカー工併用(上部斜面) [直線] 

  グラウンドアンカー工併用 [２段 A] 

  グラウンドアンカー工併用 [２段 B] 

 フリー ロックボルト工併用 [フリー] 

  グラウンドアンカー工併用 [フリー] 

 その他 緑化基礎工 

  抑止可能な崩壊規模の算出 

 

◆ソイルクリート工法◆ 単独のり面 のり肩崩壊 [直線] 

  のり中間崩壊 [円弧] 

  ロックボルト工併用 [直線] 

  ロックボルト工併用 [くさび A] 

  ロックボルト工併用 [くさび B] 

 複合のり面 のり面＋上部斜面 [直線] 

  ロックボルト工併用(上部斜面) [直線] 

  ロックボルト工併用 [２段 A] 

  ロックボルト工併用 [２段 B] 

 フリー ロックボルト工併用 [フリー] 

 

◆イージーシェルフ工法◆ 単独のり面 のり肩崩壊 [直線] 

  のり中間崩壊 [円弧] 
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◆ＲＴフレーム工◆ 単独のり面 のり肩崩壊 [直線] 

  のり肩崩壊 [くさび] 

  のり中間崩壊 [円弧] 

  のり中間崩壊 [くさび] 

  ロックボルト工併用 [直線] 

  ロックボルト工併用 [くさび A] 

  ロックボルト工併用 [くさび B] 

 複合のり面 のり面＋上部斜面 [直線] 

  のり面＋上部斜面 [くさび] 

  ロックボルト工併用(上部斜面) [直線] 

  ロックボルト工併用 [２段 A] 

  ロックボルト工併用 [２段 B] 

 フリー ロックボルト工併用 [フリー] 

 

◆GT フレーム工法◆ 単独のり面 のり肩崩壊 [直線] 

  のり中間崩壊 [円弧] 
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3.2. 吹付枠工 
3.2.1. 抑制工の計算 

 

ここでは、のり枠工のみの計算の流れと画面の説明をします。 

のり枠工のみに分類されるものは次の 7 種類です。 

下記のフローは、限界状態設計法のときのものです。 

 

 

モデル分類 フロー 

  ・のり肩崩壊 [直線] 

  ・のり肩崩壊 [くさび] 

  ・のり中間崩壊 [円弧] 

  ・のり中間崩壊 [くさび] 

  ・のり肩上部斜面 [直線] 

  ・のり肩上部斜面 [くさび] 

  ・緑化基礎工 

nWAKUの起動nWAKUの起動

現場の設定現場の設定

のり勾配と崩壊規模のり勾配と崩壊規模

のり枠の設定のり枠の設定

応力度の照査条件応力度の照査条件

nWAKUの終了nWAKUの終了

計算結果計算結果

主アンカーの検討主アンカーの検討

性能照査の条件性能照査の条件

のり枠工のみ

荷重の条件荷重の条件

※緑化基礎工の場合は【のり勾配と形状】

※緑化基礎工の場合は横枠のみ検討

※許容応力度法の場合は【設計基準強度】
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3.2.1.1. 現場の設定 

 

 
 

 

項目 説明 
 

地区名 地区名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

測線名 測線名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

備考 備考を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

メモ１～５ メモ書きを入力します。（省略可）メモ書きは印刷には反映されません。 

 半角 70 文字 
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3.2.1.2. のり勾配と崩壊規模（のり肩崩壊[直線]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

 

崩壊の高さ H1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の高さを入力します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の高さとのり勾配から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の長さを入力します。 

 ※のり長を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の長さとのり勾配から崩壊の高さを計算します。 
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項目 説明 
 

崩壊の深さ L2 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の深さを入力します。 

 ※入力すると、崩壊の深さと高さ、のり面勾配からすべり面勾配を計算します。 

 

補足 のり肩からすべり面に対して垂直な距離を表示します。 

 算出式は、sin（θ0－α）×L1 で計算します。 

 ※「のり枠工の設計・施工指針（H18.11）全国特定法面保護協会」では、のり肩から

の崩壊に対して深さが 1.5m を越えるような崩壊は、抑制工として用いることはでき

ないとなっております。 

 

すべり面勾配 α (°) = 0.01～89.99 

 くさび崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 

 ※入力すると、すべり面勾配、のり勾配、崩壊の高さから崩壊の深さを計算しま

す。 

 

入力方法 ○崩壊の深さ L2 

 ○すべり面勾配α 

 入力する項目を選択します。選択した項目を入力すると、もう一方の値は計算され

ます。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 
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3.2.1.3. のり勾配と崩壊規模（のり肩崩壊[くさび]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

 

崩壊の高さ H1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の高さを入力します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の高さとのり勾配から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の長さを入力します。 

 ※のり長を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の長さとのり勾配から崩壊の高さを計算します。 
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項目 説明 
 

崩壊の深さ L2 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の深さを入力します。 

 ※入力すると、崩壊の深さと高さ、のり面勾配からすべり面勾配を計算します。 

 

小段幅 B1 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 

すべり面深度 Hd1 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 

  

すべり面勾配 α (°) = 0.01～89.99 

 くさび崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 

 ※入力すると、すべり面勾配、のり勾配、崩壊の高さから崩壊の深さを計算しま

す。 

 

入力方法 ○すべり面深度 Hd1 

 ○すべり面勾配 α 

 入力する項目を選択します。選択した項目を入力すると、もう一方の値は計算され

ます。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 
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3.2.1.4. のり勾配と崩壊規模（のり中間崩壊[円弧]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 円弧崩壊の長さを入力します。 

 

崩壊の深さ L2 (m) = 0.001～99.999 

 円弧崩壊の深さを入力します。 

 ※崩壊の長さの半分を超えてはいけません。 

 ※「のり枠工の設計・施工指針（H18.11）全国特定法面保護協会」では、のり中間

からの崩壊に対して深さが 1.0m を越えるような崩壊は、抑制工として用いることは

できないとなっております。 

 

崩壊までの距離 L3 (m) = 0.001～99.999 

 のり肩から円弧崩壊上端までの距離を入力します。 

 ※崩壊の長さと崩壊までの距離の和がのり長を超えてはいけません。 
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3.2.1.5. のり勾配と崩壊規模（のり中間崩壊[くさび]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 くさび崩壊の長さを入力します。 

 

崩壊の深さ L2 (m) = 0.001～99.999 

 くさび崩壊の深さを入力します。 

 

崩壊までの距離 L3 (m) = 0.001～99.999 

 のり肩からくさび崩壊上端までの距離を入力します。 

 ※崩壊の長さと崩壊までの距離の和がのり長を超えてはいけません。 

 

すべり面勾配 α (°) = 0.00～89.99 

 くさび崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 



33 

 

3.2.1.6. のり勾配と崩壊規模（のり肩崩壊＋上部斜面[直線]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

崩壊の高さ H1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の高さを入力します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の高さとすべり面角度から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の長さを入力します。 

 ※のり長を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の長さとすべり面角度から崩壊の高さを計算します。 
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項目 説明 
 

補足 のり肩からすべり面に対して垂直な距離を表示します。 

 算出式は、sin（θ0－α）×L1 で計算します。 

 ※「のり枠工の設計・施工指針（H18.11）全国特定法面保護協会」では、のり肩から

の崩壊に対して深さが 1.5m を越えるような崩壊は、抑制工として用いることはでき

ないとなっております。 

 

すべり面勾配 α (°) = 0.01～89.99 

 直線崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 

 

小段勾配 θ1 (°) = 0.01～89.99 

 小段の勾配角度を入力します。 

 ※すべり面勾配を超えてはいけません。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 
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3.2.1.7. のり勾配と崩壊規模（のり肩崩壊＋上部斜面[くさび]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 

 

崩壊の高さ H1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の高さを入力します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の高さとすべり面角度から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ L1 (m) = 0.001～99.999 

 直線崩壊の長さを入力します。 

 ※のり長を超えてはいけません。 

 ※入力すると、崩壊の長さとすべり面角度から崩壊の高さを計算します。 



 

36 

 

項目 説明 
 

小段幅 B1 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 

すべり面深度 Hd1 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 

  

すべり面勾配 α (°) = 0.01～89.99 

 直線崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 

 

小段勾配 θ1 (°) = 0.01～89.99 

 小段の勾配角度を入力します。 

 ※すべり面勾配を超えてはいけません。 

 

入力方法 ○すべり面深度 Hd1 

 ○すべり面勾配 α 

 入力する項目を選択します。選択した項目を入力すると、もう一方の値は計算され

ます。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 

 



37 

 

3.2.1.8. のり勾配と形状（緑化基礎工） 

 

 
 

 

項目 説明 
 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 
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3.2.1.9. のり枠の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

標準断面 参考値ボタン 

 標準枠断面の参考値（枠形状、主鉄筋およびスターラップの配置条件）を取得す

ることができます。 

 

縦･横枠の断面形状 ○同形 

 ○異形 

 縦枠、横枠に対して枠断面の寸法を同形とするか異形とするかを選択します。同

形の場合は枠断面入力は縦横で１つとなりますが、異形の場合は縦枠、横枠でそ

れぞれ入力する必要があります。 

 

鉄筋の配置長 ○直接入力       鉄筋の配置長 l1 (mm) = 1～999 

 ○芯かぶりから計算  芯かぶり        (mm) = 1～999 

 鉄筋の配置長は主鉄筋の外側の長さになります。配置長の決め方として、直接設

定する方法と、芯かぶりから求める方法のどちらかを選択できます。芯かぶりを選

択した場合は、鉄筋の径によって配置長が変化します。 

 ※鉄筋の配置長は、『枠幅－（最小かぶり＋スターラップ径）×2』以下でなければ

なりません。 

 

枠幅 縦 by (mm) = 1～1000、横 bx (mm) = 1～1000 枠幅を入力します。 
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項目 説明 
 

枠高 縦 hy (mm) = 1～1000、横 hx (mm) = 1～1000 

 枠高を入力します。 

 

有効高 縦 dy (mm) = 1～1000、横 dx (mm) = 1～1000 

 有効高を入力します。 

 ※枠高を超えてはいけません。 

 

主鉄筋の最大本数（片側） 主鉄筋の最大本数（片側） (本) = 1～99 

 片側の主鉄筋の最大本数を入力します。 

 鉄筋の最大本数は、鉄筋の配置長から計算した本数（下記の解説画面参照）と指

定した最大本数のうち小さいほうで制限します。 

 

  
 

最小かぶり 最小かぶり (mm) = 1～999 

 鉄筋の最小かぶりを入力します。 

 

最小水平あき 最小水平あき (mm) = 1～999 

 鉄筋の最小水平あきを入力します。 

 

スターラップを配置する スターラップを配置する場合にチェックして下さい。 

（スターラップを検討する） ※許容応力度法の場合は、“スターラップを検討する”になります。この場合、チェ

ックが「オン」であっても許容せん断応力度（τca）を満足した場合は、スターラップ

を配置しません。 
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項目 説明 
 

呼び径 スターラップとして使用する鉄筋の呼び径を指定します。 

 

本数 1～9 

 スターラップの１組あたりの基本とする本数を入力します。 

 

最小間隔 1～999 

 スターラップの配置間隔の最小値を入力します。 

 

最大間隔 1～999 

 スターラップの配置間隔の最大値を入力します。 

  

丸め 1～100 

 スターラップの配置間隔の丸め単位を入力します。 

 

縦枠入力補助 縦枠の外形を入力する時に、有効のり長と縦枠全長を一致させるために張出し部

分の長さ調整をする画面が表示されます。 

 

スパン数 縦 0～98(スパン)、横 1～98(スパン) 

 枠のスパン数を入力します。 

 

スパン長 縦 ly (m) = 0.001～9.999、横 lx (m) = 0.001～9.999 

 枠のスパン長を入力します。 

 

張出し長 上 lc (m) = 0.000～9.999、下 ld (m) = 0.000～9.999 

 左 la (m) = 0.000～9.999、右 lb (m) = 0.000～9.999 

 枠の張出し長を入力します。 

 

枠全長 縦 Ly (m)、横 Lx (m) 

 枠の全長を表示します。 

 ※全長 ＝ スパン数×スパン長＋張出し長 となります。ただし、張出し長が枠幅

の半分に満たない場合、枠を設置することが出来なくなるので自動的に枠幅の半

分を加算します。 

 

有効のり長 L’ (m) 

 枠が配置可能な長さを表示します。 

 ※縦枠の全長が有効のり長と一致しないと以後の計算がされませんので注意して

ください。 
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3.2.1.10. 荷重の条件 

 

 
 

項目 説明 
 

枠材 材料名 半角 30 文字 

 のり枠に使用する材料名（モルタル、コンクリート等）を入力します。 

 報告書では、「枠材」と表記します。 

 

移動土塊 土質名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γt(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで土質名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

のり枠 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γc(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

中詰め材 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γe(kN/m3) = 0.1～99.9 

 中詰め材厚さ  he(mm) = 1～1000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると中詰め材重量を考慮した計算ができま

す。 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

水切り 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γm(kN/m3) = 0.1～99.9 

 考慮するチェックボックスをオンにすると水切りを考慮した計算ができます。 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

積雪 備考 半角 20 文字 

 単位体積重量 γs(kN/m3) = 0.1～99.9 

 積雪深  hｓ(m) = 0.001～10.000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると積雪重量を考慮した計算ができます。 

 参考値ボタンで備考と単位体積重量の値を取得することができます。 

 積雪重量は、［横枠のみ計上する］と［縦枠、横枠に計上する］が選択できます。 
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◆積雪荷重について◆ 

 

併用工、および緑化基礎工のモデルでは積雪荷重に対して横枠のみ計上されます。 

抑制工の場合は、縦枠・横枠に計上する設定が表示されますので、必要に応じて選択してください。 

 

 
 

 

縦枠・横枠に計上することができるモデルは次の通りとなっています。 

 

 

のり中間崩壊[円弧] のり中間崩壊[くさび] 

  

のり中間崩壊[直線] のり中間崩壊[くさび] 

  

のり面＋上部斜面[直線] のり面＋上部斜面[くさび] 
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3.2.1.11. 応力度の照査条件 

 

 
 

項目 説明 
 

すべり面に対して ΔFs = 0.01～1.00 

増加させる安全率 すべり面に対してのり枠で増加させる安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 ※緑化基礎工の場合は入力できません。 

 

せん断力の照査位置 ○支点からの照査位置 

 ○支点より x = b/2 離れた位置 

 ○支点より x = b/2+h/2 離れた位置 

 x (m) = 0.000～9.999 

 せん断力の照査位置を選択します。また、任意入力も可能です。 

 

算定式選定 ○全国特定法面保護協会 

 ○フリーフレーム協会 

 ○土木学会構造力学公式集 

 最大曲げモーメント･最大せん断力の算定式を選択します。 

 

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 

 縦枠、横枠それぞれの最大曲げモーメントを表示します。 

 ※緑化基礎工の場合は横枠のみとなります。 

 

最大せん断力 Smax (kN) 

 縦枠、横枠それぞれの最大せん断力を表示します。 

 ※緑化基礎工の場合は横枠のみとなります。 
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3.2.1.12. 性能照査の条件（限界状態設計法） 

 

 
 

項目 説明 
 

設計基準強度 f’ck (N/mm2) = 1～50 

（圧縮強度の特性値） コンクリートまたはモルタルの設計基準強度を入力します。 

 

主鉄筋の材質 材質名 半角 20 文字 

 主鉄筋の材質名を入力します。 

 

引張降伏強度の特性値 fyk (N/mm2) = 1～999 

（主鉄筋） 主鉄筋の引張降伏強度を入力します。 

 

ヤング係数 Es (kN/mm2) = 1～999 

 主鉄筋のヤング係数を入力します。 

  

スターラップの材質 材質名 半角 20 文字 

 スターラップの材質名を入力します。 

 

引張降伏強度の特性値 fwyk (N/mm2) = 1～999 

（スターラップ） スターラップの引張降伏強度を入力します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、入力は不要です。 

 

安全係数 γc、γs、γb、γa、γf、γi = 0.01～9.99 

 材料（枠材、鋼材）、部材、構造解析、荷重、構造物に対する安全係数を入力しま

す。 

 

参考値 各設定値は参考値ボタンから値を取得することができます。 
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3.2.1.13. 設計基準強度（許容応力度法） 

 

 
 

項目 説明 
 

設計基準強度 σck (N/mm2) = 1～99 

 コンクリートまたはモルタルの設計基準強度を入力します。 

 

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) = 0.1～99.9 

 コンクリートまたはモルタルの許容圧縮応力度を入力します。 

 

許容せん断応力度 τca (N/mm2) = 0.01～0.99 

 コンクリートまたはモルタルの許容せん断応力度を入力します。 

 

許容付着応力度 τoa (N/mm2) = 0.1～9.9 

 コンクリートまたはモルタルと鉄筋の許容付着応力度を入力します。 

 

許容引張応力度 σｓa (N/mm2) = 1～999 

 鉄筋の許容引張応力度を入力します。 

 

参考値 設計基準強度、許容圧縮応力度、許容せん断応力度、許容付着応力度、許容引

張応力度の参考値を取得することができます。 

 

τc の照査方法 ○最大せん断応力度 

 ○平均せん断応力度 

 せん断応力度τｃの照査方法を選択します。 

 

Sc の算出式 ○Sc = τca・b・d・j / 2 

 ○Sc = τca・b・d / 2 

 枠材が受けるせん断力 Sc の算出式（スターラップ計算）を選択します。 
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◆せん断応力度τｃの照査方法◆ 

 

○最大せん断応力度 
djb

S
c




max
  

「のり枠工の設計・施工指針 平成 7 年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正）」 P.81 に記載 

「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き 2003 年 3 月」 P.74 に記載 

 

○平均せん断応力度 
db

S
c




max
  

「グラウンドアンカー工設計指針 平成 4 年 11 月」 P.3-116 に記載 

 

 

 

◆枠材が受けるせん断力 Sc の算出式◆ 

 

○
2

jdb
Sc ca 




 

「のり枠工の設計・施工指針 平成 7 年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正）」 P.82 に記載 

「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き 2003 年 3 月」 P.75 に記載 

 

○
2

db
Sc ca 




 

「グラウンドアンカー工設計指針 平成 4 年 11 月」 P.3-117 に記載 

 

 

ここで、 

Smax   ：最大せん断力 

τca ：許容せん断応力度 

b ：枠幅 

d ：有効高 

j・d, d・j ：全圧縮応力の作用点から引張鉄筋図心までの距離 
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3.2.1.14. 主アンカーの検討 

 

 
 

項目 説明 
 

主アンカーの検討をする 主アンカーを検討する場合にチェックして下さい。 

 

使用鋼材 半角 16 文字 

 使用鋼材の名称を入力します。 

 

鋼材の断面積 As (mm2) = 0.1～9999.9 

 鋼材の断面積を入力します。 

 

異形鉄筋 使用鋼材として異形鉄筋の呼び名、断面積を取得することができます。 

 

安全率(設計安全率) Fs = 0.1～9.9 

 主アンカーで考慮する安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

鋼材の許容せん断応力度 τｓa (N/mm2) = 1～9999 

 鋼材の許容せん断応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

鋼材のせん断応力度 τｓ (N/mm2)  

 鋼材のせん断応力度を表示します。 

 τｓ ≦τｓa ・・・ OK 
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◆鋼材のせん断応力度◆ 

 

式(1)は「道路工事設計施工要領 (社)北海道開発技術センター 平成６年 4 月」 P.10-15 に記載の式を引用

したもので、平成 19 年 4 月以降の要領では式(2)に変更となっています。 

Fs
As

Q
s   ・・・(1) 

As

Q
s   ・・・(2) 

 

ここで、 

Q ：横枠１スパンあたりののり面方向に作用する荷重 

As ：鋼材の断面積 

Fs ：設計安全率 

 

「nWAKU」では両方計算できるように式(1)を使っていますので、式(2)に対応させる場合は Fs=1.0 と入力してく

ださい。 
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3.2.1.15. 計算結果（限界状態設計法） 

 

 
 

項目 説明 
 

対象 対象欄の▽ボタンをクリックすると下にある印刷対象にその行の結果がセットされま

す。 

 

主鉄筋（径） 使用する主鉄筋の呼び名です。 

 

主鉄筋（本数） 本プログラムは単鉄筋計算で鉄筋本数を算出しているため、枠断面における片側

の鉄筋本数を表示しています。本数が 0 本の場合は、枠内に鉄筋が配置できない

ことを表します。 

 

スターラップ（径） 使用するスターラップの鉄筋です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（本数） 使用するスターラップの鉄筋の本数です。この本数は１ヶ所に束にして配置するス

ターラップの本数です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（間隔） 最小間隔から最大間隔の範囲内で最適な配置間隔を表示します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

曲げモーメント（鉄筋比）  主鉄筋の断面積と枠の有効断面積の比を鉄筋比 p として表示します。釣

合鉄筋比の 0.75 倍（0.75・pb）を上回る場合は、赤く表示されます。 

 

曲げモーメント（安全性） 終局限界状態における曲げモーメントに対する照査値を表示します。1.0 を上回る

場合は、赤く表示されます。 

 

せん断力（斜め圧縮破壊） 終局限界状態における設計せん断耐力 Vyd を表示します。枠材腹部の設計斜め

圧縮破壊耐力 Vwcd を上回る場合は、赤く表示されます。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 
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項目 説明 
 

せん断力（安全性） 終局限界状態におけるせん断力に対する照査値を表示します。1.0 を上回る場合

は、赤く表示されます。 

 

曲げひび割れ 使用限界状態における曲げひび割れに対する照査値を表示します。 

 ※のり枠工のみの場合は使用限界状態は表示されません。 

 

せん断ひび割れ 使用限界状態におけるせん断ひび割れに対する照査値を表示します。 

 ※のり枠工のみの場合は使用限界状態は表示されません。 

 

総合判定 各照査項目を総合的に判定します。詳細については、プレビューで確認して下さ

い。 

 

印刷対象 印刷したい結果をここに設定します。結果一覧表の▽ボタンをクリックすると印刷対

象に結果が設定されます。ここで、鉄筋径や本数が自由に変更できますが、枠断

面における最大鉄筋本数を超えた場合は赤色で表示されます。 

 ここに結果が入っていない場合印刷することが出来ませんので注意してください。 

 

許容応力度法 計算結果 許容応力度法の計算結果を表示します。 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 
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3.2.1.16. 計算結果（許容応力度法） 

 

 
 

項目 説明 
 

対象 対象欄の▽ボタンをクリックすると下にある印刷対象にその行の結果がセットされま

す。 

 

主鉄筋（径） 使用する主鉄筋の呼び名です。 

 

主鉄筋（本数） 本プログラムは単鉄筋計算で鉄筋本数を算出しているため、枠断面における片側

の鉄筋本数を表示しています。本数が 0 本の場合は、枠内に鉄筋が配置できない

ことを表します。 

 

鉄筋量 As (mm2) 

 鉄筋の本数と断面積から総断面積を求め、鉄筋量として表示します。 

 

引張応力度 σs (N/mm2) 

 鉄筋の引張応力度を表示します。許容引張応力度を上回る場合は、赤く表示され

ます。 

 

圧縮応力度 σc (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルの曲げ圧縮応力度を表示します。許容圧縮応力度を上

回る場合は、赤く表示されます。 

 

せん断応力度 τc (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルのせん断応力度を表示します。許容せん断応力度を上

回る場合は赤く表示されますが、スターラップで補強可能な場合は、緑色で表示さ

れます。 

 

付着応力度 τo (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルと鉄筋の付着応力度を表示します。許容付着 

 応力度を上回る場合は、赤く表示されます。 
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項目 説明 

 

スターラップ（径） 使用するスターラップの鉄筋です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（本数） 使用するスターラップの鉄筋の本数です。この本数は１ヶ所に束にして配置するス

ターラップの本数です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（間隔） スターラップの適切な配置間隔を表示します。有効範囲外の場合は赤く表示され

ます。また、配置できないときは Err と表示されます。 

 [ ]内の値は、計算によって求まるスターラップの最大間隔です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

印刷対象 印刷したい結果をここに設定します。結果一覧表の▽ボタンをクリックすると印刷対

象に結果が設定されます。ここで、鉄筋径や本数が自由に変更できますが、枠断

面における最大鉄筋本数を超えた場合は赤色で表示されます。 

 ここに結果が入っていない場合印刷することが出来ませんので注意してください。 

 

限界状態設計法 計算結果 限界状態設計法の計算結果を表示します。 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 
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3.2.1.17. 鉄筋本数を偶数本で自動計算する 

 

計算結果一覧画面の上部にあるチェックボタンをチェックすると、一覧表の鉄筋本数が偶数本で計算されるように

なります。 

 

 
 

 
 

のり枠の主鉄筋は偶数本で配置されることが一般的とされています。「フリーフレーム工法」(フリーフレーム協

会)P24 では軸方向鉄筋の目安を次のようにしています。 

 

断面 鉄筋 モデル 

150×150 D10×2 本 
 

200×200 D10×4 本～D13×4 本 

 300×300 D13×4 本～D16×4 本 

400×400 D16×4 本～D19×8 本 

 
500×500 D16×8 本～D25×8 本 

600×600 D22×8 本～D29×8 本 
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目安の表より、断面 150×150 以外の断面では、偶数本(計算で使用される下側の鉄筋本数)で配置されることが多

いことから、偶数配置で検討したい場合はチェックボタンを有効にしてください。 

 

【チェックをいれる前の計算結果】 

 
 

 

 

 

【チェックを入れた後の計算結果】 
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3.2.2. 併用工の計算 

 

ここでは、併用工の計算の流れと画面の説明をします。 

併用工に分類されるものはロックボルト、グラウンドアンカー工併用それぞれ 7 種類です。 

下記のフローは、限界状態設計法でアンカー工のときのものです。 

 

モデル分類 フロー 

・ ロックボルト工併用[直線] 

・ ロックボルト工併用[くさび A] 

・ ロックボルト工併用[くさび B] 

・ ロックボルト工併用(上部斜面)[直線] 

・ ロックボルト工併用[２段 A] 

・ ロックボルト工併用[２段 B] 

・ ロックボルト工併用[フリー] 

 

・ グラウンドアンカー工併用[直線] 

・ グラウンドアンカー工併用[くさび A] 

・ グラウンドアンカー工併用[くさび B] 

・ グラウンドアンカー工併用(上部斜面)[直線] 

・ グラウンドアンカー工併用[２段 A] 

・ グラウンドアンカー工併用[２段 B] 

・ グラウンドアンカー工併用[フリー] 

 

nWAKUの起動nWAKUの起動

現場の設定現場の設定

のり勾配と崩壊規模のり勾配と崩壊規模

荷重の条件荷重の条件

鋼材の配置計画鋼材の配置計画

作用荷重作用荷重

鋼材の選定鋼材の選定

安定計算と設計荷重安定計算と設計荷重

応力度の照査条件応力度の照査条件

nWAKUの終了nWAKUの終了

計算結果計算結果

支圧応力度の照査

プレートの検討

支圧応力度の照査

プレートの検討

性能照査の条件性能照査の条件

併用工

のり枠の設定のり枠の設定

※ ［フリー］の場合はありません

※　許容応力度法の場合は【設計基準強度】
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3.2.2.1. 現場の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

地区名 地区名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

測線名 測線名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

備考 備考を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

メモ１～５ メモ書きを入力します。（省略可）メモ書きは印刷には反映されません。 

 半角 70 文字 
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3.2.2.2. のり勾配と崩壊規模（併用工[直線]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［直線］とグラウンドアンカー工併用［直線］

の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

崩壊の高さ(のり高) H1 (m) = 0.001～99.999 

 崩壊の高さ(のり高)を入力します。 

 ※入力すると、崩壊の高さとのり勾配から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ(のり長) L1 (m) = 0.001～99.999 

 崩壊の長さ(のり長)を入力します。 

 ※入力すると、崩壊の長さとのり勾配から崩壊の高さを計算します。 
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項目 説明 
 

崩壊の深さ L2 (m) = 0.001～99.999 

 崩壊の深さを入力します。 

 ※入力すると、崩壊の深さとすべり面角度から崩壊の高さと崩壊の長さを計算しま

す。 

 

すべり面勾配 α1 (°) = 0.01～89.99 

 くさび崩壊のすべり面角度を入力します。 

 ※のり勾配を超えてはいけません。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.3. のり勾配と崩壊規模（併用工[くさび A]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［くさびＡ］とグラウンドアンカー 

 工併用［くさびＡ］の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H1 (m) = 0.001～99.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L1 (m) 

 のり長を表示します。 

 

小段幅 B1 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 ※入力すると、すべり面勾配を計算します。 



 

60 

 

項目 説明 
 

すべり面深度 Hd1 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 

 ※入力すると、すべり面勾配を計算します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 

すべり面勾配 α1 (°) 

 くさび崩壊のすべり面角度を表示します。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.4. のり勾配と崩壊規模（併用工[くさび B]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［くさびＢ］とグラウンドアンカー 

 工併用［くさびＢ］の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H1 (m) = 0.001～99.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L1 (m) 

 のり長を表示します。 

 

小段幅 B1 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 ※入力すると、すべり面勾配を計算します。 
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項目 説明 
 

すべり面深度 Hd1 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 

 ※入力すると、すべり面勾配を計算します。 

 ※のり高を超えてはいけません。 

 

すべり面勾配 α1 (°)、α2 (°) 

 くさび崩壊の下側と上側のすべり面角度を表示します。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.5. のり勾配と崩壊規模（併用工(上部斜面)[直線]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用(上部斜面)[直線]とグラウンドアンカー工

併用(上部斜面)[直線]の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

崩壊の高さ（のり高） H1 (m) = 0.001～99.999 

 崩壊の高さ（のり高）を入力します。 

 ※入力すると、崩壊の高さとのり勾配から崩壊の長さを計算します。 

 

崩壊の長さ（のり長） L1 (m) = 0.001～99.999 

 崩壊の長さ（のり長）を表示します。 

 ※入力すると、崩壊の長さとのり勾配から崩壊の高さを計算します。 

 

すべり面勾配 α1 (°) = 0.01～89.99 

 直線崩壊のすべり面角度を表示します。 

 ※のり面勾配を超えてはいけません。 
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項目 説明 
 

小段勾配 θ1 (°) = 0.01～89.99 

 小段の勾配角度を入力します。 

 ※すべり面勾配を超えてはいけません。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.6. のり勾配と崩壊規模（併用工[２段 A]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［２段Ａ］とグラウンドアンカー工併用［２段

Ａ］の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0、θ1 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H1 (m)、H2 (m)  = 0.001～99.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L1 (m) 、L2 (m) 

 のり長を表示します。 

 

小段幅 B1 (m)、B2 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 

すべり面深度 Hd1 (m)、Hd2 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 
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項目 説明 
 

すべり面勾配 α1 (°)、α2 (°) 

 くさび崩壊の下側と上側のすべり面角度を表示します。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.7. のり勾配と崩壊規模（併用工[２段 B]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［２段Ｂ］とグラウンドアンカー工併用［２段Ｂ］

の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 、θ1 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H1 (m)、H2 (m)  = 0.001～99.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L1 (m) 、L2 (m) 

 のり長を表示します。 

 

小段幅 B1 (m)、B2 (m) = 0.001～99.999 

 小段幅を入力します。 

 

すべり面深度 Hd1 (m)、Hd2 (m) = 0.001～99.999 

 すべり面深度を入力します。 
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項目 説明 
 

すべり面勾配 α1 (°)、α2 (°)、α3 (°) 

 くさび崩壊の下側、中間、上側のすべり面角度を表示します。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 

 ○現況安全率と計画安全率算出時に考慮 

 ○計画安全率算出時のみ考慮 

 上載荷重を現況・計画もしくは計画のみに考慮するかを選択します。 
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3.2.2.8. のり勾配と崩壊規模（併用工[フリー]） 

 

 
 

項目 説明 
 

地形のコピー これをクリックすると、ロックボルト工併用［フリー］とグラウンドアンカー工併用［フリ

ー］の間で地形データをコピーすることが出来ます。 

 

のり肩処理 ○A タイプ 

 ○B タイプ 

 のり肩部分の枠の処理をどうするか選択します。A タイプはのり面全体に枠を配置

する設定です。B タイプはのり肩が平らになるように最上部の枠位置を調整する設

定です。これにより、のり枠の長さを設定するときに制限がかけられます。 

 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり勾配 θ0 (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

のり高 H (m) = 0.001～999.999 

 のり高を入力します。 

 ※入力すると、のり高とのり勾配からのり長を計算します。 

 

のり長 L (m) = 0.001～999.999 

 のり長を入力します。 

 ※入力すると、のり長とのり勾配からのり高を計算します。 
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3.2.2.9. のり枠の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

標準断面 参考値ボタン 

 標準枠断面の参考値（枠形状、主鉄筋およびスターラップの配置条件）を取得す

ることができます。 

 

縦･横枠の断面形状 ○同形 

 ○異形 

 縦枠、横枠に対して枠断面の寸法を同形とするか異形とするかを選択します。同

形の場合は枠断面入力は縦横で１つとなりますが、異形の場合は縦枠、横枠でそ

れぞれ入力する必要があります。 

 

鉄筋の配置長 ○直接入力       鉄筋の配置長 l1 (mm) = 1～999 

 ○芯かぶりから計算  芯かぶり        (mm) = 1～999 

 鉄筋の配置長は主鉄筋の外側の長さになります。配置長の決め方として、直接設

定する方法と、芯かぶりから求める方法のどちらかを選択できます。芯かぶりを選

択した場合は、鉄筋の径によって配置長が変化します。 

 ※鉄筋の配置長は、『枠幅－（最小かぶり＋スターラップ径）×2』以下でなければ

なりません。 

 

枠幅 縦 by (mm) = 1～1000、横 bx (mm) = 1～1000 

 枠幅を入力します。 

 

枠高 縦 hy (mm) = 1～1000、横 hx (mm) = 1～1000 

 枠高を入力します。 

 

有効高 縦 dy (mm) = 1～1000、横 dx (mm) = 1～1000 

 有効高を入力します。 

 ※枠高を超えてはいけません。 
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項目 説明 
 

主鉄筋の最大本数（片側） 主鉄筋の最大本数（片側） (本) = 1～99 

 片側の主鉄筋の最大本数を入力します。 

 鉄筋の最大本数は、鉄筋の配置長から計算した本数（下記の解説画面参照）と指

定した最大本数のうち小さいほうで制限します。 

 

  
 

最小かぶり 最小かぶり (mm) = 1～999 

 鉄筋の最小かぶりを入力します。 

 

最小水平あき 最小水平あき (mm) = 1～999 

 鉄筋の最小水平あきを入力します。 

 

スターラップを配置する スターラップを配置する場合にチェックして下さい。 

（スターラップを検討する） ※許容応力度法の場合は、“スターラップを検討する”になります。この場合、チェ

ックが「オン」であっても許容せん断応力度（τca）を満足した場合は、スターラップ

を配置しません。 

 

呼び径 スターラップとして使用する鉄筋の呼び径を指定します。 

 

本数 1～9 

 スターラップの１組あたりの基本とする本数を入力します。 

 

最小間隔 1～999 

 スターラップの配置間隔の最小値を入力します。 

 

最大間隔 1～999 

 スターラップの配置間隔の最大値を入力します。 

  

丸め 1～100 

 スターラップの配置間隔の丸め単位を入力します。 

 

箱抜き径 D (mm) = 1～999 

 箱抜き径を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 



 

72 

 

3.2.2.10. 荷重の条件 

 

 

 

項目 説明 
 

枠材 材料名 半角 30 文字 

 のり枠に使用する材料名（モルタル、コンクリート等）を入力します。 

 報告書では、「枠材」と表記します。 

 

移動土塊 土質名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γt(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで土質名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 ※［フリー］を選択している場合は表示されません。 

 

のり枠 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γc(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

中詰め材 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γe(kN/m3) = 0.1～99.9 

 中詰め材厚さ  he(mm) = 1～1000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると中詰め材重量を考慮した計算ができま

す。 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

水切り 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γm(kN/m3) = 0.1～99.9 

 考慮するチェックボックスをオンにすると水切りを考慮した計算ができます。 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

積雪 備考 半角 20 文字 

 単位体積重量 γs(kN/m3) = 0.1～99.9 

 積雪深  hｓ(m) = 0.001～10.000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると積雪重量を考慮した計算ができます。 

 参考値ボタンで備考と単位体積重量の値を取得することができます。 
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3.2.2.11. 配置計画(併用工[直線、くさび A、くさび B、上部斜面-直線]) 

 

 
 

項目 説明 
 

配置方法 ○全格子点に配置 

 ○千鳥配置 

 ○自由に配置 

 ロックボルトまたはアンカーを枠に対してどのように配置するかを選択します。 

 

のり肩・のり尻の横枠の設置 □のり肩に設置 

 □のり尻に設置 

 上下の張出し部の先端に枠を設置するかどうかを選択します。 

 

縦配置入力補助 ロックボルトまたはアンカーの縦方向の配置を入力する時に、有効のり長の範囲内

に全長をおさめるために張出し部分の長さ調整をする画面が表示されます。 

 

本数（鋼材） 縦 1～99(本)、横 2～99(本)  

 ロックボルトまたはアンカーの本数を入力します。 

 ※千鳥配置、自由に配置の場合は、縦 2～99（本） 

 

ピッチ（鋼材） 縦 lpy (m) = 0.001～9.999、横 lpx (m) = 0.001～9.999 

 ロックボルトまたはアンカーの配置ピッチを入力します。 

 

張出し長（鋼材） 上 lpc (m) = 0.000～9.999、下 lpd (m) = 0.000～9.999 

 左 lpa (m) = 0.000～9.999、右 lpb (m) = 0.000～9.999 

 端部ロックボルトまたはアンカー位置からの張出し長さを入力します。 

 

スパン数（のり枠） 枠のスパン数を表示します。 

 

スパン長（のり枠） 枠のスパン長を表示します。 

 

張出し長（のり枠） 枠の張出し長を表示します。 
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項目 説明 
 

のり枠のスパン数 ピッチ部：1～9、張り出し部：0～9 

 ロックボルトまたはアンカーのピッチや張出しに対して、その部分ののり枠のスパン

数を入力、表示します。例えば、アンカーをのり枠１つおきに配置したい場合はの

り枠のスパン数を２としてください。 

 

枠全長 縦 Ly (m)、横 Lx (m) 

 枠の全長を表示します。 

 ※全長＝スパン数×スパン長＋張出し長となります。ただし、張出し長が枠幅の半

分に満たない場合、枠を設置することが出来なくなるので自動的に枠幅の半分を

加算します。 

 

有効のり長 L’ (m) 

 枠が配置可能な長さを表示します。 

 ※縦枠の全長が有効のり長以下でないと以後の計算がされませんので注意してく

ださい。 
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3.2.2.12. 配置計画(併用工[２段 A、２段 B]) 

 

 
 

項目 説明 
 

配置方法 ○全格子点に配置 

 ○千鳥配置 

 ○自由に配置 

 ロックボルトまたはアンカーを枠に対してどのように配置するかを選択します。 

 

のり肩・のり尻の横枠の設置 □のり肩に設置 

 □のり尻に設置 

 上下の張出し部の先端に枠を設置するかどうかを選択します。 

 

縦配置入力補助 ロックボルトまたはアンカーの縦方向の配置を入力する時に、有効のり長の範囲内

に全長をおさめるために張出し部分の長さ調整をする画面が表示されます。 

 

本数（鋼材） 縦 1～99(本)、横 2～99(本) 

 ロックボルトまたはアンカーの本数を入力します。 

 ※千鳥配置、自由に配置の場合は、縦 2～99（本） 

 

ピッチ（鋼材） 縦 lpy (m) = 0.001～9.999、横 lpx (m) = 0.001～9.999 

 ロックボルトまたはアンカーの配置ピッチを入力します。 

 

張出し長（鋼材） 上 lpc (m) = 0.000～9.999、下 lpd (m) = 0.000～9.999 

 左 lpa (m) = 0.000～9.999、右 lpb (m) = 0.000～9.999 

 端部ロックボルトまたはアンカー位置からの張出し長さを入力します。 

 

スパン数（のり枠） 枠のスパン数を表示します。 

 

スパン長（のり枠） 枠のスパン長を表示します。 

 

張出し長（のり枠） 枠の張出し長を表示します。 
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項目 説明 
 

のり枠のスパン数 ピッチ部：1～9、張り出し部：0～9 

 ロックボルトまたはアンカーのピッチや張出しに対して、その部分ののり枠のスパン

数を入力、表示します。例えば、アンカーをのり枠１つおきに配置したい場合はの

り枠のスパン数を２としてください。 

 

枠全長 縦 Ly (m)、横 Lx (m) 

 枠の全長を表示します。 

 ※全長＝スパン数×スパン長＋張出し長となります。ただし、張出し長が枠幅の半

分に満たない場合、枠を設置することが出来なくなるので自動的に枠幅の半分を

加算します。 

 

有効のり長 L’ (m) 

 枠が配置可能な長さを表示します。 

 ※縦枠の全長が有効のり長以下でないと以後の計算がされませんので注意してく

ださい。 

 

 

上位のり面と下位のり面で、ピッチや横枠の形状は同じものとして計算します。 
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3.2.2.13. 配置計画(併用工[フリー]) 

 

 
 

項目 説明 
 

配置方法 ○全格子点に配置 

 ○千鳥配置 

 ○自由に配置 

 ロックボルトまたはアンカーを枠に対してどのように配置するかを選択します。 

 

のり肩・のり尻の横枠の設置 □のり肩に設置 

 □のり尻に設置 

 上下の張出し部の先端に枠を設置するかどうかを選択します。 

 

縦配置入力補助 ロックボルトまたはアンカーの縦方向の配置を入力する時に、有効のり長の範囲内

に全長をおさめるために張出し部分の長さ調整をする画面が表示されます。 

 

本数（鋼材） 縦 1～99(本)、横 2～99(本) 

 ロックボルトまたはアンカーの本数を入力します。 

 ※千鳥配置、自由に配置の場合は、縦 2～99（本） 

 

ピッチ（鋼材） 縦 lpy (m) = 0.001～9.999、横 lpx (m) = 0.001～9.999 

 ロックボルトまたはアンカーの配置ピッチを入力します。 

 

張出し長（鋼材） 上 lpc (m) = 0.000～9.999、下 lpd (m) = 0.000～9.999 

 左 lpa (m) = 0.000～9.999、右 lpb (m) = 0.000～9.999 

 端部ロックボルトまたはアンカー位置からの張出し長さを入力します。 

 

スパン数（のり枠） 枠のスパン数を表示します。 

 

スパン長（のり枠） 枠のスパン長を表示します。 

 

張出し長（のり枠） 枠の張出し長を表示します。 
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項目 説明 
 

のり枠のスパン数 ピッチ部：1～9、張り出し部：0～9 

 ロックボルトまたはアンカーのピッチや張出しに対して、その部分ののり枠のスパン

数を入力、表示します。例えば、アンカーをのり枠１つおきに配置したい場合はの

り枠のスパン数を２としてください。 

 

枠全長 縦 Ly (m)、横 Lx (m) 

 枠の全長を表示します。 

 ※全長＝スパン数×スパン長＋張出し長となります。ただし、張出し長が枠幅の半

分に満たない場合、枠を設置することが出来なくなるので自動的に枠幅の半分を

加算します。 

 

有効のり長 L’ (m) 

 枠が配置可能な長さを表示します。 

 ※縦枠の全長が有効のり長以下でないと以後の計算がされませんので注意してく

ださい。 

 

設計荷重を直接入力する チェックをオンにすると設計荷重 Pt を直接入力出来るようになります。 

 オフの場合は必要抑止力などから計算して求めます。 

 

のり面の計画安全率 PFs = 0.01～9.99 

 のり面の計画安全率を入力します。 

 

必要抑止力 Pr(kN/m) = 0.1～9999.9 

 必要抑止力を入力します。 

 

すべり面勾配 α’ (°) = 0.01～90.00 

 ロックボルトまたはアンカーの計算時におけるすべり面勾配（平均勾配）を入力しま

す。 

 

水平間隔 @(m) 

 ロックボルトまたはアンカーの水平間隔を表示します。 

 

施工段数 n(段) 

 ロックボルトまたはアンカーの施工段数を表示します。 

 

打設傾角 δ(°) = 0.00～90.00 

 ロックボルトまたはアンカーの打設傾角を入力します。 

 

表層部の内部摩擦角 ○φ= 

 ○tanφ= 

 φ(°) = 0.01～84.28 

 tanφ = 0.001～9.99999 

 表層部の内部摩擦角をφまたは tanφで入力します。一方を入力するともう一方を

計算します。 

 

抑止効果 ○引き止め 

 ○締め付け 

 ○締め付け＋引き止め 

 ロックボルトまたはアンカーの抑止効果として引き止め、締め付け、あるいは両方を

期待するかを選択します。 
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項目 説明 
 

計画安全率を考慮する 設計荷重の計算で計画安全率を考慮する場合チェックします。 

 

せん断力 S(kN/本) 

 ロックボルトのせん断力を表示します。 

 ※アンカーの場合は表示されません。 

 

引張力、設計荷重 Pt(kN/本) 

 ロックボルトまたはアンカーの引張力、設計荷重を表示します。 

 直接入力する場合は 0.1～9999.9 までの範囲となります。 

 

 

 

◆抑止効果について◆ 

 

次のどちらか（あるいは両方）の効果を見込むかは、設計の意図とともに大きく経済性を左右する問題であり、慎

重に設定しなければなりません。 

 

○引き止め効果 

テンドンの引張り強さを利用して、地すべり土塊がすべろうとするのを引き止めるものです。 

 

○締め付け効果 

アンカーによってすべり面を押さえつけることによりすべり面に対する垂直応力を増大させ、すべりに抵抗

する力を増大させるものです。すべり面での内部摩擦角が大きい場合に、より大きな効果が発揮されます。 
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3.2.2.14. 安定計算と設計荷重(併用工[直線,くさび A・B,上部斜面,２段 A・B]) 

 

 
 

 

項目 説明 
 

のり面の計画安全率 PFs = 0.01～9.99 

 のり面の計画安全率を入力します。 

 

逆算する 現状の安全率を入力して、粘着力または内部摩擦角を計算する場合にチェックし

ます。 

 

現状安全率 Fs = 0.01～9.99 

 逆算するがオンの場合はのり面の現状安全率を入力します。 

 逆算するがオフの場合は安全率を表示します。 

 

粘着力 C (kN/m2) = 0.0～999.9 

 粘着力を入力します。 

 C=h を代入ボタンで最大垂直層厚の値を取得することができます。 

 逆算するがオンの場合、入力すると内部摩擦角を計算します。 

 

内部摩擦角 ○φ= 

 ○tanφ= 

 φ(°) = 0.01～84.28 

 tanφ = 0.001～9.99999 

 表層部の内部摩擦角をφまたは tanφで入力します。一方を入力するともう一方を

計算します。逆算するがオンの場合、入力すると粘着力を計算します。 

 

必要抑止力 Pr(kN/m) 

 必要抑止力を表示します。 

 ※求めた必要抑止力がマイナスとなった場合は以後の計算ができなくなります。 
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項目 説明 
 

すべり面勾配 α’(°) = 0.01～90.00 

 ロックボルトまたはアンカーの計算時におけるすべり面勾配（平均勾配）を入力しま

す。 

 すべり面勾配ボタンにより各すべり面の値を取得することができます。 

 

水平間隔 @(m) 

 ロックボルトまたはアンカーの水平間隔を表示します。 

 

施工段数 n(段) 

 ロックボルトまたはアンカーの施工段数を表示します。 

 

打設傾角 δ(°) = 0.00～90.00 

 ロックボルトまたはアンカーの打設傾角を入力します。 

 

抑止効果 ○引き止め 

 ○締め付け 

 ○締め付け＋引き止め 

 ロックボルトまたはアンカーの抑止効果として引き止め、締め付け、あるいは両方を

期待するかを選択します。 

 

計画安全率を考慮する 設計荷重の計算で計画安全率を考慮する場合チェックします。 

 

せん断力 S(kN/本) 

 ロックボルトのせん断力を表示します。 

 ※アンカーの場合は表示されません。 

 

引張力、設計荷重 Pt(kN/本) 

 ロックボルトまたはアンカーの引張力、設計荷重を表示します。 

 ※求めた Pt がマイナスとなった場合は以後の計算ができなくなります。 
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◆安定計算について◆ 

 

「nWAKU」では次の式を用いて安定計算を行います。 

 

安全率 

α･Σ

･Σφα･Σ

sin

tancos

W

LCW
Fs


  

 

必要抑止力 

lCWWPFs ΣφΣΣ  tancossinPr   

 

ここで、 

ΣW･cosα ： 分割片における垂直方向分力(kN/m) 

ΣW･sinα ： 分割片における接線方向分力(kN/m) 

ΣL  ： すべり面長(m) 

C  ： すべり面の粘着力(kN/m2) 

φ  ： すべり面の内部摩擦角(°) 

α  ： すべり面勾配(°) 

PFs  ： 計画安全率 

 

 

 

◆抑止効果について◆ 

 

次のどちらか（あるいは両方）の効果を見込むかは、設計の意図とともに大きく経済性を左右する問題であり、慎

重に設定しなければなりません。 

 

○引き止め効果 

テンドンの引張り強さを利用して、地すべり土塊がすべろうとするのを引き止めるものです。 

 

○締め付け効果 

アンカーによってすべり面を押さえつけることによりすべり面に対する垂直応力を増大させ、すべりに抵抗

する力を増大させるものです。すべり面での内部摩擦角が大きい場合に、より大きな効果が発揮されます。 
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ロックボルト工の検討では、検討方法の選択において、「切土補強土工法[NEXCO]、フリーフレーム工法（2008

年度版）の計算手法で行う」を選択すると、入力画面が次のように切り替わります。切り替わると、ロックボルト引張

力の低減係数λが条件として追加されますので、値を入力してください。 

 

  
 

 

項目 説明 
 

ロックボルト引張力の λ = 0.1～1.0 

低減係数  

 

 

 

ロックボルト引張力の低減係数λは一般的に 0.7 を使用しています。必要に応じて、値を入力してください。ロック

ボルトの計算方法は「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」を参考にしていますが、nWAKUでは1本毎にすべり

面を変化させた検討は行えませんので予めご了承ください。 

 

補強材の引張力は地山が変形してはじめて発生するものであり、地山の変形と地山・補強材の

相互作用に依存する。したがって、実際に補強材に発生する引張力 T は必ずしも許容値である Tpa

とはならない場合がある。このため、補強効果を極限つり合いの安定計算式へ導入する場合、Tpa

は低減が必要となる。 

 

(切土補強土工法設計・施工指針より) 
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3.2.2.15. ロックボルト材の選定(ロックボルト工併用) 

 

 
 

 

項目 説明 
 

使用鋼材 半角 16 文字 

 使用する鋼材名を入力します。 

 

鋼材の公称径 ds (mm) = 0.1～999.9 

 鋼材の公称径を入力します。 

 

鋼材の断面積 As (mm2) = 0.1～9999.9 

 鋼材の断面積を入力します。 

 

異形鉄筋 使用鋼材として異形鉄筋の呼び名、公称径、断面積を取得することができます。 

 

鋼材の許容引張応力度 σｓa (N/mm2) = 1～9999 

 鋼材の許容引張応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

せん断応力度を考慮する ロックボルト材の選定でせん断応力度の照査をする場合にチェックしてください。 

 

鋼材の許容せん断応力度 τｓa (N/mm2) = 1～9999 

 鋼材の許容せん断応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

鋼材のせん断応力度 τｓ (N/mm2)  

 鋼材のせん断応力度を表示します。 τｓ ≦τｓa ・・・ OK 

 

鋼材の引張応力度 σｓ (N/mm2)  

 鋼材の引張応力度を表示します。 σｓ ≦σｓa ・・・ OK 
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項目 説明 
 

削孔径 da (mm) =1～999 

 削孔径を入力します。 

 参照ボタンで削孔径に関する情報を見ることが出来ます。 

 

地盤の周面摩擦抵抗 τ (N/mm2) =0.01～9.99 

 地盤の周面摩擦抵抗を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

グラウトと鋼材の τb (N/mm2) =0.01～9.99 

許容付着応力度 グラウトと鋼材の許容付着応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

引き抜きに対する安全率 Fsa =0.1～9.9 

 引き抜きに対する安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

地山とグラウトの必要付着長 La1 (m) 

 地山とグラウトの必要付着長を入力します。 

 

グラウトと鋼材の必要付着長 La2 (m) 

 グラウトと鋼材の必要付着長を入力します。 

 

不動地山の有効定着長 La (m) =0.01～99.99 

 不動地山の有効定着長を入力します。La1、La2 よりも小さい場合は赤色で表示さ

れます。 

 

締付余長＋枠高＋移動土塊 Lf (m) =0.01～99.99 

の有効定着長 ロックボルト頭部から想定すべり面までの距離を入力します。 

 

ロックボルト長 LA (m) 

 ロックボルト長を表示します。 

 

地盤の支持力 □地盤の支持力を検討する 

 地盤の支持力を検討する場合にチェックします。 

 

地盤の許容支持力 qa (kN/m2) = 1～9999 

 地盤の許容支持力を入力します。入力すると、地盤支持力に対する判定が表示さ

れます。 

 

 

印刷でロックボルト長 LA を表示したくない場合は、ロックボルト頭部から想定すべり面までの距離 Lf を空白にしてく

ださい。 

 

地盤支持力は【ロックボルトの配置計画】もしくは【アンカーの配置計画】コマンドで表示される画面において、配置

方法が「全格子点に配置」もしくは「千鳥配置」を選択した場合のみ有効となります。 
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「切土補強土工法[NEXCO]、フリーフレーム工法（2008 年版）の計算を行う」の計算式を選択した場合、【ロックボ

ルト材の選定】コマンドをクリックすると、次のような表示に変わります。この計算は補強後の安全率によって、判定され

ます。 補強後の安全率については、画面下にある Fs の値で判断します。 

 

 
 

 
 

 

 

補強後の安全率が計画安全率を満足している状態であれば、“OK”の文字が右側に表示されます。なお、計画安

全率は【安定計算と設計荷重】コマンドで表示される「のり面の計画安全率」PFs の値となります。なお、安全率の計算

値は小数点第 3 位を切り捨て表示しています。 
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3.2.2.16. アンカー材の選定(グラウンドアンカー工併用) 

 

 
 

 

項目 説明 
 

鋼材名 半角 28 文字 

 テンドンの鋼材名を入力します。 

 

規格名 半角 28 文字 

 テンドンの規格名を入力します。 

 

テンドンの見掛けの周長 U (mm) = 0.1～999.9 

 テンドンの見掛けの周長を入力します。 

 

削孔径(アンカー体径) da (mm) =1～999 

 削孔径を入力します。 

 

テンドン極限引張り力 Tus (kN) = 1～9999 

 テンドンの極限引張り力を入力します。 

 ※最低限必要な値が必要値として表示されています 

 

テンドン降伏引張り力 Tys (kN) = 1～9999 

 テンドンの降伏引張り力を入力します。 

 ※最低限必要な値が必要値として表示されています 

 

許容引張り力の選択 ○仮設アンカー 

 ○永久アンカー(常時) 

 ○永久アンカー(地震時) 

 許容引張り力のタイプを選択します。 
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項目 説明 
 

許容引張り力 係数×Tus、係数×Tys で表される値を表示します。 

 設計荷重 Pt より小さい場合 OUT となります。 

 

アンカー規格一覧 アンカー材料の情報を見ることが出来ます。 

 ※インターネットに接続できる環境が必要です。 

 

地盤の周面摩擦抵抗 τ (N/mm2) =0.01～9.99 

 地盤の周面摩擦抵抗を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

グラウトとテンドンの τb (N/mm2) =0.01～9.99 

許容付着応力度 グラウトとテンドンの許容付着応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

引き抜きに対する安全率 Fsa =0.1～9.9 

 引き抜きに対する安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

地山とグラウトの必要付着長 La1 (m) 

 地山とグラウトの必要付着長を入力します。 

 

グラウトとテンドンの La2 (m) 

必要付着長 グラウトとテンドンの必要付着長を入力します。 

 

アンカー体長 La (m) =0.01～99.99 

 アンカー体長を入力します。La1、La2 よりも小さい場合は赤色で表示されます。 

 

自由長 Lf (m) =0.01～99.99 

 自由長を入力します。 

 

アンカ－長 LA (m) 

 アンカー長を表示します。 

 

地盤の支持力 □地盤の支持力を検討する 

 地盤の支持力を検討する場合にチェックします。 

 

地盤の許容支持力 qa (kN/m2) = 1～9999 

 地盤の許容支持力を入力します。入力すると、地盤支持力に対する判定が表示さ

れます。 

 

 

印刷でアンカー長 LA を表示したくない場合は、自由長 Lf を空白にしてください。 

 

アンカー体長、自由長について、「グラウンドアンカー設計･施工基準,同解説 平成 24 年 5 月 地盤工学会」では

次の内容の記載があります。この条件に当てはまらない場合は赤色表示しています。 

 

・アンカー体長は、3m 以上、10m 以下を標準とする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.68 

・アンカー自由長は、て 4m 以上を標準とする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.67 

 

地盤支持力は【ロックボルトの配置計画】もしくは【アンカーの配置計画】コマンドで表示される画面において、配置

方法が「全格子点に配置」もしくは「千鳥配置」を選択した場合のみ有効となります。 
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3.2.2.17. 作用荷重 

 

 
 

 

項目 説明 
 

張出し部を考慮しない ロックボルト工の設計で張出し部を考慮しない場合にチェックして下さい。 

 ※千鳥配置の場合は対応できません。 

 ※アンカーの場合は表示されません。 

 

１本あたりの荷重を ○縦枠の全長で均等配分 

分担する縦枠長さ ○ピッチで均等配分 

 ロックボルトまたはアンカー１本あたりの荷重を分担する縦枠の長さの決め方を選

択します。 

 

１本あたりの荷重を ○横枠の全長で均等配分 

分担する横枠長さ ○ピッチで均等配分 

 ロックボルトまたはアンカー１本あたりの荷重を分担する横枠の長さの決め方を選

択します。 

 

等分布荷重 ○縦･横で均等に算出(交点部を考慮しない) 

 ○縦･横で均等に算出(交点部を考慮する) 

 ○縦･横で各々算出(一方向で荷重負担) 

 ○縦･横で各々算出(二方向で荷重負担) 

 等分布荷重の計算方法を選択します。 
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◆張出し部を考慮しないについて◆ 

 

のり枠工の設計・施工指針（H18.11）全国特定法面保護協会では、次の内容の記載があります。 

「鉄筋挿入工の引張力は比較的小さいので、のり枠工は、特に張り出し部を考慮した設計としなくてよい。」・・・

P.41 

張出し部を考慮しないため、1 本あたりの荷重を分担する縦（横）枠長さは、標準の十字（ピッチで均等配分）

で行ないます。 

 

 

 

◆１本あたりの荷重を分担する長さについて◆ 

 

○全長で均等配分 

張出し部分を考慮するために枠の全長をロックボルト数またはアンカー数で割った値で計算します。 

 

○ピッチで均等配分 

単純にロックボルトまたはアンカーの配置ピッチで計算します。 

 

 

 

◆等分布荷重について◆ 

 

○縦・横で均等に算出（交点部を考慮しない） 

縦横の枠に荷重を等しく分布するさせて計算します。 

 

○縦・横で均等に算出（交点部を考慮する） 

縦横の枠に荷重を等しく分布するさせて計算します。ただし、交差部分で２重に計上するのを避けるため片方

の枠幅分を取り除いています。 

 

○縦・横で各々算出（一方向で荷重負担） 

縦枠と横枠について別々に等分布荷重を考えて計算します。（一方向の梁） 

 

○縦・横で各々算出（二方向で荷重負担） 

縦枠と横枠がそれぞれ荷重の半分を負担すると考えて計算します。（二方向の梁） 
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3.2.2.18. 応力度の照査条件 

 

 
 

 

項目 説明 
 

せん断力の照査位置 ○支点からの照査位置 

 ○支点より x = b/2 離れた位置 

 ○支点より x = b/2+h/2 離れた位置 

 x (m) = 0.000～9.999 

 せん断力の照査位置を選択します。また、任意入力も可能です。 

 

算定式選定 ○全国特定法面保護協会 

 ○フリーフレーム協会 

 ○土木学会構造力学公式集 

 最大曲げモーメント･最大せん断力の算定式を選択します。 

 

最大曲げモーメント Mmax (kN･m) 

 縦枠、横枠それぞれの最大曲げモーメントを表示します。 

 

最大せん断力 Smax (kN) 

 縦枠、横枠それぞれの最大せん断力を表示します。 
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3.2.2.19. 性能照査の条件（限界状態設計法） 

 

 
 

項目 説明 
 

設計基準強度 f’ck (N/mm2) = 1～50 

（圧縮強度の特性値） コンクリートまたはモルタルの設計基準強度を入力します。 

 

ヤング係数 Ec (kN/mm2) = 1.0～99.9 

（枠材） コンクリートまたはモルタルのヤング係数を入力します。 

 ※ロックボルトの場合は表示されません。 

 

主鉄筋の材質 材質名 半角 20 文字 

 主鉄筋の材質名を入力します。 

 

引張降伏強度の特性値 fyk (N/mm2) = 1～999 

（主鉄筋） 主鉄筋の引張降伏強度を入力します。 

 

ヤング係数 Es (kN/mm2) = 1～999 

（主鉄筋） 主鉄筋のヤング係数を入力します。 

  

スターラップの材質 材質名 半角 20 文字 

 スターラップの材質名を入力します。 

 

引張降伏強度の特性値 fwyk (N/mm2) = 1～999 

（スターラップ） スターラップの引張降伏強度を入力します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、入力は不要です。 

 

安全係数 γc、γs、γb、γa、γf、γi = 0.01～9.99 

 材料（枠材、鋼材）、部材、構造解析、荷重、構造物に対する安全係数を入力しま

す。終局限界状態、使用限界状態の 2 種類があります。 

 ※ロックボルトの場合は使用限界状態は表示されません。 

 

参考値 各設定値は参考値ボタンから値を取得することができます。 



93 

 

次の画面は、アンカー工の場合のみ表示されます。 

 

 

 
 

項目 説明 
 

鋼材の表面形状がひび割れ k1 = 0.01～9.99 

に及ぼす影響係数 鋼材の表面形状がひび割れに及ぼす影響係数を入力します。 

 

枠材の品質がひび割れ幅に k2 = 0.01～9.99 

及ぼす影響係数 枠材の品質がひび割れ幅に及ぼす影響係数を入力します。 

 

ひび割れ幅の増加を考慮 ε'csd = 0～999 ×10-6 

する係数 ひび割れ幅の増加を考慮する係数を入力します。 

 

許容ひび割れ幅 ○一般の環境 

 ○腐食性環境 

 ○特に厳しい腐食性環境 

 ○任意 Wa (mm) = 0.0001～0.0099・c 

  許容ひび割れ幅の算出に用いる係数（0.0001～0.0099）を入力します。 

  

せん断補強鉄筋の応力度 σa (N/mm2) = 1～999 

の制限値 せん断補強鉄筋の応力度の制限値を入力します。 
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3.2.2.20. 設計基準強度（許容応力度法） 

 

 
 

項目 説明 
 

設計基準強度 σck (N/mm2) = 1～99 

 コンクリートまたはモルタルの設計基準強度を入力します。 

 

許容圧縮応力度 σca (N/mm2) = 0.1～99.9 

 コンクリートまたはモルタルの許容圧縮応力度を入力します。 

 

許容せん断応力度 τca (N/mm2) = 0.01～0.99 

 コンクリートまたはモルタルの許容せん断応力度を入力します。 

 

許容付着応力度 τoa (N/mm2) = 0.1～9.9 

 コンクリートまたはモルタルと鉄筋の許容付着応力度を入力します。 

 

許容引張応力度 σｓa (N/mm2) = 1～999 

 鉄筋の許容引張応力度を入力します。 

 

参考値 設計基準強度、許容圧縮応力度、許容せん断応力度、許容付着応力度、許容引

張応力度の参考値を取得することができます。 

 

τc の照査方法 ○最大せん断応力度 

 ○平均せん断応力度 

 せん断応力度τｃの照査方法を選択します。 

 

Sc の算出式 ○Sc = τca・b・d・j / 2 

 ○Sc = τca・b・d / 2 

 枠材が受けるせん断力 Sc の算出式（スターラップ計算）を選択します。 
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◆せん断応力度τｃの照査方法◆ 

 

○最大せん断応力度 
djb

S
c




max
  

「のり枠工の設計・施工指針 平成 7 年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正）」 P.81 に記載 

「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き 2003 年 3 月」 P.74 に記載 

 

○平均せん断応力度 
db

S
c




max
  

「グラウンドアンカー設計・施工要領 平成 19 年 8 月」 P.96 に記載 

 

 

 

◆枠材が受けるせん断力 Sc の算出式◆ 

 

○
2

jdb
Sc ca 




 

「のり枠工の設計・施工指針 平成 7 年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正）」 P.82 に記載 

「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き 2003 年 3 月」 P.75 に記載 

 

○
2

db
Sc ca 




 

「グラウンドアンカー設計・施工要領 平成 19 年 8 月 P.97 に記載 

 

 

ここで、 

Smax ：最大せん断力 

τca ：許容せん断応力度 

b ：枠幅 

d      ：有効高 

j・d、 d・j ：全圧縮応力の作用点から引張鉄筋図心までの距離 
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3.2.2.21. 支圧応力度の照査、プレートの検討 

 

 
 

項目 説明 
 

支圧応力度の照査をする 支圧応力度の照査をする場合に選択します。 

 ※グラウンドアンカーの場合は表示されません。（必ず照査をするになります） 

 

プレートの検討を行う プレートの検討を行う場合に選択します。 

 ※グラウンドアンカーの場合は表示されません。（必ず検討を行うになります） 

 

枠材の圧縮強度の特性値 f’ck (N/mm2) 

 枠材の圧縮強度の特性値を表示します。 

 ※許容応力度法の場合は、「枠材の設計基準強度 σck = 」 と表示します。 

 

プレートの許容曲げ応力度 σpa (mm) = 1～999 

 プレートの許容曲げ応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

プレートの幅 u (mm) = 1～999 

 プレートの幅を入力します。 

 

枠幅 b (mm) 

 枠幅を表示します。異形断面の場合は小さいほうを表示します。 

 

箱抜き径 D (mm) 

 アンカーの箱抜き径を表示します。 

 

枠材の全面積 A (mm2) 

 縦枠と横枠の交差部分の全面積(b×b)を表示します。 

 

プレートの有効面積 Ap (mm2) 

 プレートの有効面積を表示します。 
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項目 説明 
 

許容支圧応力度 σba (N/mm2) 

 許容支圧応力度を表示します。 

 

支圧応力度 σb (N/mm2) 

 支圧応力度を表示します。 

 

曲げモーメント M (N･mm) 

 アンカープレートを２方向性の梁と考えたときの曲げモーメントを表示します。 

 

プレートの必要厚さ t’ (mm) 

 アンカープレートの必要厚さを表示します。 

 

プレートの厚さ t (mm) = 1～99mm 

 アンカープレートの厚さを入力します。プレートの必要厚さよりも小さい場合は赤色

で表示されます。 

 

 

◆支圧応力度について◆ 

 

（社）全国特定法面保護協会のホームページ「質問回答・訂正補足」では、『支圧板の検討は、(社)日本アンカ

ー協会の「グラウンドアンカー施工のための手引書」を参考にされたい』となっています。よって、支圧応力度の計

算については、限界状態設計法の場合でも、従来の許容応力度法で行ないます。 

 

プレートの有効面積 
4

22 
 DuAp  

許容支圧応力度   ckba
Ap

A
 








 05.025.0   

              ただし、
2

ck
ba


  の場合、

2

ck

ba


   

支圧応力度      
Ap

Pt
b     （Pt : １本あたりの設計荷重） 

 

 

◆アンカープレートについて◆ 

 

梁に作用する荷重  
2

Pt
P     （アンカープレートを２方向性の梁と考える） 

曲げモーメント    
4

DP
M


  

アンカープレートの必要厚さ 

pau

M
t


 6'  
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3.2.2.22. 計算結果（限界状態設計法） 

 

 
 

項目 説明 
 

対象 対象欄の▽ボタンをクリックすると下にある印刷対象にその行の結果がセットされま

す。 

 

主鉄筋（径） 使用する主鉄筋の呼び名です。 

 

主鉄筋（本数） 本プログラムは単鉄筋計算で鉄筋本数を算出しているため、枠断面における片側

の鉄筋本数を表示しています。本数が 0 本の場合は、枠内に鉄筋が配置できない

ことを表します。 

 

スターラップ（径） 使用するスターラップの鉄筋です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（本数） 使用するスターラップの鉄筋の本数です。この本数は１ヶ所に束にして配置するス

ターラップの本数です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（間隔） 最小間隔から最大間隔の範囲内で最適な配置間隔を表示します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

曲げモーメント（鉄筋比）  主鉄筋の断面積と枠の有効断面積の比を鉄筋比 p として表示します。釣

合鉄筋比の 0.75 倍（0.75・pb）を上回る場合は、赤く表示されます。 

 

曲げモーメント（安全性） 終局限界状態における曲げモーメントに対する照査値を表示します。1.0 を上回る

場合は、赤く表示されます。 

 

せん断力（斜め圧縮破壊） 終局限界状態における設計せん断耐力 Vyd を表示します。枠材腹部の設計斜め

圧縮破壊耐力 Vwcd を上回る場合は、赤く表示されます。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 
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項目 説明 
 

せん断力（安全性） 終局限界状態におけるせん断力に対する照査値を表示します。1.0 を上回る場合

は、赤く表示されます。 

 

曲げひび割れ 使用限界状態における曲げひび割れに対する照査値を表示します。1.0 を上回る

場合は、赤く表示されます。 

 ※ロックボルトの場合は使用限界状態は表示されません。 

 

せん断ひび割れ 使用限界状態におけるせん断ひび割れに対する照査値を表示します。1.0 を上回

る場合は、赤く表示されます。Vd ＜ 0.7・Vcd の場合は、“省略”と表示します。”

要検討”の場合は、せん断ひび割れの検討（スターラップの配置）が必要となり

OUT です。 

 ※ロックボルトの場合は使用限界状態は表示されません。 

 

総合判定 各照査項目を総合的に判定します。詳細については、プレビューで確認して下さ

い。 

 

印刷対象 印刷したい結果をここに設定します。結果一覧表の▽ボタンをクリックすると印刷対

象に結果が設定されます。ここで、鉄筋径や本数が自由に変更できますが、枠断

面における最大鉄筋本数を超えた場合は赤色で表示されます。 

 ここに結果が入っていない場合印刷することが出来ませんので注意してください。 

 

許容応力度法 計算結果 許容応力度法の計算結果を表示します。 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

主鉄筋本数を偶数本に 鉄筋本数を偶数本で自動計算したい場合に選択します。 

設定する 詳しくは「3.2.1.17 鉄筋本数を偶数本で自動計算する」を参照してください。 
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3.2.2.23. 計算結果（許容応力度法） 

 

 
 

項目 説明 
 

対象 対象欄の▽ボタンをクリックすると下にある印刷対象にその行の結果がセットされま

す。 

 

主鉄筋（径） 使用する主鉄筋の呼び名です。 

 

主鉄筋（本数） 本プログラムは単鉄筋計算で鉄筋本数を算出しているため、枠断面における片側

の鉄筋本数を表示しています。本数が 0 本の場合は、枠内に鉄筋が配置できない

ことを表します。 

 

鉄筋量 As (mm2) 

 鉄筋の本数と断面積から総断面積を求め、鉄筋量として表示します。 

 

引張応力度 σs (N/mm2) 

 鉄筋の引張応力度を表示します。許容引張応力度を上回る場合は、赤く表示され

ます。 

 

圧縮応力度 σc (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルの曲げ圧縮応力度を表示します。許容圧縮応力度を上

回る場合は、赤く表示されます。 

 

せん断応力度 τc (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルのせん断応力度を表示します。許容せん断応力度を上

回る場合は赤く表示されますが、スターラップで補強可能な場合は、緑色で表示さ

れます。 

 

付着応力度 τo (N/mm2) 

 コンクリートまたはモルタルと鉄筋の付着応力度を表示します。許容付着 

 応力度を上回る場合は、赤く表示されます。 

 

スターラップ（径） 使用するスターラップの鉄筋です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 
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項目 説明 

 

スターラップ（本数） 使用するスターラップの鉄筋の本数です。この本数は１ヶ所に束にして配置するス

ターラップの本数です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（間隔） スターラップの適切な配置間隔を表示します。有効範囲外の場合は赤く表示され

ます。また、配置できないときは Err と表示されます。 

 [ ]内の値は、計算によって求まるスターラップの最大間隔です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

印刷対象 印刷したい結果をここに設定します。結果一覧表の▽ボタンをクリックすると印刷対

象に結果が設定されます。ここで、鉄筋径や本数が自由に変更できますが、枠断

面における最大鉄筋本数を超えた場合は赤色で表示されます。 

 ここに結果が入っていない場合印刷することが出来ませんので注意してください。 

 

限界状態設計法 計算結果 限界状態設計法の計算結果を表示します。 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

主鉄筋本数を偶数本に 鉄筋本数を偶数本で自動計算したい場合に選択します。 

設定する 詳しくは「3.2.1.17 鉄筋本数を偶数本で自動計算する」を参照してください。 
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3.2.3. 抑止可能な崩壊規模の算出 

 

ここでは、抑止可能な崩壊規模の算出の流れと画面の説明をします。許容応力度法のみの対応となります。 

 

 

nWAKUの終了

計算結果

条件設定

nWAKUの起動

崩壊規模の算出
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3.2.3.1. 計算条件 

 

 
 

項目 説明 
 

崩壊形状 ○のり肩からの崩壊 

 ○のり中間からの崩壊 

 計算する崩壊形状を選択します。 

 

のり勾配 θ (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 

増加させる安全率 ΔFs = 0.01～9.99 

 すべりに対してのり枠で増加させる安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

のり肩から L3 (m) = 0.000～99.999 

崩壊円弧上端の距離 のり肩から崩壊円弧上端までの距離を入力します。 

 崩壊形状でのり中間からの崩壊を選択した場合のみ入力できます。 

 

移動土塊 γt (kN/m3) = 0.1～99.9 

 移動土塊の単位体積重量を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

のり枠 γc (kN/m3) = 0.1～99.9 

 のり枠の単位体積重量を入力します。 

 崩壊形状でのり肩からの崩壊を選択した場合のみ入力できます。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

中詰め材 γe (kN/m3) = 0.1～99.9 

 中詰め材の単位体積重量を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 



 

104 

 

項目 説明 
 

コンクリートの σca (N/mm2) = 0.1～99.9 

許容圧縮応力度 コンクリートの許容圧縮応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

鉄筋の許容引張応力度 σsa (N/mm2) = 1～999 

 鉄筋の許容引張応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

鉄筋の水平あき 鉄筋の水平あき (mm) = 1～999 

 鉄筋の水平あきを入力します。 

 

鉄筋の最小かぶり 鉄筋の最小かぶり (mm) = 1～999 

 鉄筋の最小かぶりを入力します。 
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3.2.3.2. 計算結果 

 

 
 

項目 説明 
 

標準断面 フリーフレーム工法における標準的な断面寸法を選択することができます。 

 

横枠スパン長 0.001～9.999 (m) 

 横枠のスパン長を入力します。 

 

縦枠スパン長 0.001～9.999 (m) 

 縦枠のスパン長を入力します。 

 

上張り出し長 0.000～9.999 (m) 

 縦枠で、のり肩側の張り出し長を入力します。 

 

枠幅 1～1000 (mm) 

 枠幅を入力します。 

 

枠高 1～1000 (mm) 

 枠高を入力します。 

 

有効高 1～1000 (mm) 

 枠の有効高を入力します。 

 ※枠高を超えてはいけません。 

 

中詰め材厚さ 1～1000 (mm) 

 中詰め材の厚さを入力します。 

 

呼び名 鉄筋の呼び名を選択します。 

 

本数 1～99 (本) 

 鉄筋の本数を入力します。 

 

深さ d (m) 0.1～9.9 

 崩壊規模の深さを入力します。 
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項目 説明 
 

長さ L (m) 

 崩壊規模の長さを表示します。 

 

高さ H (m) 

 崩壊規模の高さを表示します。 

 のり肩からの崩壊の場合のみ表示されます。 

 

印刷 計算結果を印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 
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3.2.4. のり枠工作図 

 

のり枠工の結果から構造図を作図する機能を追加しました。 

 

※この機能を使用するには以下の内容を満足する必要があります。 

・ nWAKU Version 4.02 以降であること。 

・ 弊社製品「WAKU太郎」がインストール済みであること。 

・ WAKU太郎のプロテクトキーが認識できる状態であること。 

・ 吹付枠工を選択していること。 

・ 枠断面は「同形」であること。また併用工の場合は「全格子点に配置」であること。 

 

 

計算結果で作図したいのり枠工の範囲を１つ選択し、［WAKU 太郎で作図］ボタンをクリックしてください。 
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WAKU 太郎が起動し、のり枠工の断面情報などが設定されます。設定値の確認および不足情報の追加を行うこと

により作図することができます。（詳しい操作方法については、WAKU 太郎の取り扱い説明書をご覧ください。） 

 

 
※nWAKU の仕様上、いくつかのデータは不足しますので必ず確認して設定してください。 

 

 

・ ０スパン（１段）の場合は、縦枠スパン長が空白となります。 

・ すべり止めアンカー、スターラップの配置位置などは WAKU 太郎の初期値になります。 

・ 主鉄筋の水平間隔は、最小水平あき＋主鉄筋径にて算出します。 
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3.3. ソイルクリート工法 
3.3.1. 抑制工の計算 

  

ここでは、抑制工の計算の流れと画面の説明をします。 

抑制工に分類されるものは次の 3 種類です。 

 

以下の解説については、3.2.2 章を参照してください。 

[現場の設定]   

[のり勾配と崩壊規模]   

 

 

モデル分類 フリー 

  ・のり肩崩壊 [直線] 

  ・のり中間崩壊 [円弧] 

  ・のり面＋上部斜面 [直線] 

 

nWAKUの起動

現場の設定

のり勾配と崩壊規模

のり枠の設定

計算結果

nWAKUの終了

抑制工

荷重と係数の設定
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3.3.1.1. のり枠の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

規格 ▽ M タイプ 

 ▽ ダイザタイプ（D10） 

 ▽ ダイザタイプ（D13） 

 規格の選択をします。 

 

スパン長 ▽ 1.3 (m) 

 ▽ 1.5 (m) 

 スパン長を選択します。 

 

スパン数  1～98（スパン） 

 枠のスパン数を入力します。 
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3.3.1.2. 荷重と係数の設定 

 

 
 

 

項目 説明 
 

すべり面に対して増加させる ⊿Fs=0.01～9.99 

安全率 すべり面に対して増加させる安全率を入力します。 

  

移動土塊 土質名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γt(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで土質名と単位体積重量の値を取得することができます。 

  

のり枠 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γc(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

中詰め材 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γe(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

積雪 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γs(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

中詰め厚 he（mm）= 1～1000 

 中詰め厚を入力します。 

 

積雪深 he（mm）= 1～1000 

 積雪深を入力します。 
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3.3.1.3. 計算結果 

 

 
 

 

項目 説明 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

Web ページへの参照を チェックをつけると Web ページを参照します。工法の詳細情報を取得することがで 

有効にする きます。 
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3.3.2. 併用工の計算 

 

ここでは、併用工の計算の流れと画面の説明をします。 

併用工に分類されるものは次の 7 種類です。 

 

以下の解説については、3.2.2、3.3.1 章を参照してください。 

 

[現場の設定]   

[のり勾配と崩壊規模]   

[のり枠の設定]   

[荷重と係数の設定]   

[計算結果]   

 

 

モデル分類 フロー 

・ ロックボルト工併用 [直線] 

・ ロックボルト工併用 [くさび A] 

・ ロックボルト工併用 [くさび B] 

・ ロックボルト工併用 (上部斜面)[直線] 

・ ロックボルト工併用 [２段 A] 

・ ロックボルト工併用 [２段 B] 

・ ロックボルト工併用 [フリー] 

nWAKUの起動

現場の設定

のり勾配と崩壊規模

荷重と係数の設定

安定計算と設計荷重

作用荷重

ロックボルト材の選定

nWAKUの終了

計算結果

併用工

のり枠の設定
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3.3.2.1. 安定計算と設計荷重 

 

 
 

項目 説明 
 

のり面の計画安全率 PFs = 0.01～9.99 

 のり面の計画安全率を入力します。 

 

逆算する 現状の安全率を入力して、粘着力または内部摩擦角を計算する場合にチェックし

ます。 

 

現状安全率 Fs = 0.01～9.99 

 逆算するがオンの場合はのり面の現状安全率を入力します。 

 逆算するがオフの場合は安全率を表示します。 

 

粘着力 C (kN/m2) = 0.0～999.9 

 粘着力を入力します。 

 C=h を代入ボタンで最大垂直層厚の値を取得することができます。 

 逆算するがオンの場合、入力すると内部摩擦角を計算します。 

 

内部摩擦角 ○φ 

 ○tanφ 

 φ(°) = 0.01～84.28 

 tanφ = 0.001～9.99999 

 表層部の内部摩擦角をφまたは tanφで入力します。一方を入力するともう一方を

計算します。 

 逆算するがオンの場合、入力すると粘着力を計算します。 

 

必要抑止力 Pr(kN/m) 

 必要抑止力を表示します。 

 ※求めた必要抑止力がマイナスとなった場合は以後の計算ができなくなります。 

 



115 

 

項目 説明 
 

計算時のすべり面勾配 α’(°) = 0.01～90.00 

 ロックボルトの計算時におけるすべり面勾配（平均勾配）を入力します。 

 すべり面勾配ボタンにより各すべり面の値を取得することができます。 

 

水平間隔 @(m) 

 ロックボルトの水平間隔を表示します。 

 

施工段数 n(段) 

 ロックボルトの施工段数を表示します。 

 

打設傾角 δ(°) = 0.00～90.00 

 ロックボルトの打設傾角を入力します。 

 

せん断力 S(kN/本) 

 ロックボルトのせん断力を表示します。 

 

引張力、設計荷重 Pt(kN/本) 

 ロックボルトの引張力、設計荷重を表示します。 

 ※求めた Pt がマイナスとなった場合は以後の計算ができなくなります。 

 

ロックボルト引張力の低減 λ= 0.1～1.0 

係数 ロックボルト引張力の低減係数を入力します。 

 

のり面工の低減係数 μ= 0.1～1.0 

 のり面工の低減係数を入力します。 
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3.3.2.2. ロックボルト材の選定 

 

 
 

項目 説明 
 

使用鋼材 半角 16 文字 

 使用する鋼材名を入力します。 

 

鋼材の公称径 ds (mm) = 0.1～999.9 

 鋼材の公称径を入力します。 

 

鋼材の断面積 As (mm2) = 0.1～9999.9 

 鋼材の断面積を入力します。 

 

異形鉄筋 使用鋼材として異形鉄筋の呼び名、公称径、断面積を取得することができます。 

 

鋼材の許容引張応力度 σｓa (N/mm2) = 1～9999 

 鋼材の許容引張応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

せん断応力度を考慮する ロックボルト材の選定でせん断応力度の照査をする場合にチェックしてください。 

 

鋼材の許容せん断応力度 τｓa (N/mm2) = 1～9999 

 鋼材の許容せん断応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することが出来ます。 

 

鋼材のせん断応力度 τｓ (N/mm2)  

 鋼材のせん断応力度を表示します。  τｓ ≦τｓa ・・・ OK 

 

鋼材の引張応力度 σｓ (N/mm2)  

 鋼材の引張応力度を表示します。  σｓ ≦σｓa ・・・ OK 
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項目 説明 
 

削孔径 da (mm) =1～999 

 削孔径を入力します。 

 参照ボタンで削孔径に関する情報を見ることが出来ます。 

 

地盤の周面摩擦抵抗(移動層) τ1 (N/mm2) =0.01～9.99 

 地盤の周面摩擦抵抗（移動層）を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

地盤の周面摩擦抵抗(不動層) τ2 (N/mm2) =0.01～9.99 

 地盤の周面摩擦抵抗（不動層）を入力します。 

  

グラウトと鋼材の τb (N/mm2) =0.01～9.99 

許容付着応力度 グラウトと鋼材の許容付着応力度を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

引き抜きに対する安全率 Fsa =0.1～9.9 

 引き抜きに対する安全率を入力します。 

 参考値ボタンで値を取得することができます。 

 

地山とグラウトの必要付着長 La1 (m) 

 地山とグラウトの必要付着長を入力します。 

 

グラウトと鋼材の必要付着長 La2 (m) 

 グラウトと鋼材の必要付着長を入力します。 

 

不動地山の有効定着長 La (m) =0.01～99.99 

 不動地山の有効定着長を入力します。La1、La2 よりも小さい場合は赤色で表示さ

れます。 

 

締付余長 L0 (m) =0.01～99.99 

 締付余長を入力します。 

 

移動土塊の有効定着長 Lf’ (m) =0.01～99.99 

 移動土塊の有効定着長を入力します。 

 

締付余長＋枠高＋移動土塊 Lf (m) =0.01～99.99 

の有効定着長 ○ 切土補強土工法[NEXCO]の計算手法を選択 

 ロックボルト頭部から想定すべり面までの距離を入力します。 

 ○ （旧）フリーフレーム工法を選択   

   締付余長＋枠高＋移動土塊の有効定着長を計算で求めます。 

 

ロックボルト長 LA (m) 

 ロックボルト長を表示します。 

 

地盤の支持力 □地盤の支持力を検討する 

 地盤の支持力を検討する場合にチェックします。 

 

地盤の許容支持力 qa (kN/m2) = 1～9999 

 地盤の許容支持力を入力します。入力すると、地盤支持力に対する判定が表示さ

れます。 
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3.3.2.3. 作用荷重 

 

 
 

項目 説明 
 

等分布荷重 ○縦･横で均等に算出(交点部を考慮しない) 

 ○縦･横で均等に算出(交点部を考慮する) 

 等分布荷重の計算方法を選択します。 

 

１本あたりの荷重を ○ピッチで均等配分 

分担する枠長さ ロックボルトまたはアンカー１本あたりの荷重を分担する枠の長さの決め方。 
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3.4. イージーシェルフ工法 
3.4.1. 抑制工の計算 

  

ここでは、抑制工の計算の流れと画面の説明をします。 

抑制工に分類されるものは次の 2 種類です。イージーシェルフ工法は許容応力度法のみとなっています。 

 

以下の解説については、3.2.2 章を参照してください。 

 

[現場の設定]   

[のり勾配と崩壊規模]   

[荷重の条件]   

[主アンカーの検討]   

 

モデル分類 フロー 

  ・のり肩崩壊 [直線] 

  ・のり中間崩壊 [円弧] 

 

現場の設定

のり勾配と崩壊規模

のり枠の設定

荷重の条件

主アンカーの検討

計算結果

nWAKUの終了

nWAKUの終了

抑制工
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3.4.1.1. のり枠の設定 

 

 
 

 

項目 説明 
 

規格 ▽ A タイプ Ｄ10 

 ▽ B タイプ Ｄ10 

 ▽ C タイプ Ｄ10 

 ▽ D タイプ Ｄ10 

 ▽ サンボタイプ （Ｓ1300）Ｄ10 

 ▽ サンボタイプ （Ｓ1300）Ｄ13 

 ▽ サンボタイプ （Ｓ1500）Ｄ10 

 ▽ サンボタイプ （Ｓ1500）Ｄ13 

 規格の選択をします。 

 

スパン数  1～98（スパン） 

 枠のスパン数を入力します。 
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3.4.1.2. 計算結果 

 

 
 

項目 説明 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

Web ページへの参照を チェックをつけると Web ページを参照します。工法の詳細情報を取得することがで 

有効にする きます。 
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3.5. ＲＴフレーム工法 

3.5.1. 抑制工の計算 

 

ここでは、抑制工の計算の流れと画面の説明をします。 

抑制工に分類されるものは次の 6 種類です。ＲT フレーム工法は限界状態設計法のみとなっています。 

 

以下の解説については、3.2.2 章を参照してください。 

[現場の設定]   

[のり勾配と崩壊規模]   

[主アンカーの検討]   

 

 

モデル分類 フロー 

  ・のり肩崩壊 [直線] 

  ・のり肩崩壊 [くさび] 

  ・のり中間崩壊 [円弧] 

  ・のり中間崩壊 [くさび] 

  ・のり肩上部斜面 [直線] 

  ・のり肩上部斜面 [くさび] 

 

 

現場の設定

のり勾配と崩壊規模

のり枠の設定

荷重の条件

主アンカーの検討

計算結果

nWAKUの終了

nWAKUの終了

抑制工

性能照査の条件
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3.5.1.1. のり枠の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

選択（呼び名） 検討する規格（Ⅰ型～Ⅳ型）を選択します。 

  

主鉄筋（材質） SD295A または SD345 を選択します。 

 ※鉄筋径 D13 の規格のみ選択が可能です。 

 

初期設定に戻す 主鉄筋（材質）を初期の状態に戻します。 

 

スパン長（選択ボタン） 標準スパンの一覧画面から、枠のスパン長を選択します。 
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3.5.1.2. 荷重の条件 

 

 
 

項目 説明 
 

すべり面に対して増加させる ⊿Fs=0.01～9.99 

安全率 すべり面に対して増加させる安全率を入力します。 

 

移動土塊 土質名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γt(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで土質名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

のり枠 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γc(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

中詰め材 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γe(kN/m3) = 0.1～99.9 

 中詰め材厚さ  he(mm) = 1～1000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると中詰め材重量を考慮した計算ができま

す。 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

積雪 備考 半角 20 文字 

 単位体積重量 γs(kN/m3) = 0.1～99.9 

 積雪深  hｓ(m) = 0.001～10.000 

 考慮するチェックボックスをオンにすると積雪重量を考慮した計算ができます。参

考値ボタンで備考と単位体積重量の値を取得することができます。 

 積雪重量は、［主アンカーのみ計上する］と［縦枠、主アンカーに計上する］が選択

できます。 
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3.5.1.3. 性能照査の条件（限界状態設計法） 

 

 
 

項目 説明 
 

設計基準強度 f’ck (N/mm2) = 1～50 

（圧縮強度の特性値） コンクリートまたはモルタルの設計基準強度を入力します。 

 

主鉄筋の材質 材質名 半角 20 文字 

 主鉄筋の材質名を表示します。 

 

引張降伏強度の特性値 fyk (N/mm2) = 1～999 

（主鉄筋） 主鉄筋の引張降伏強度を表示します。 

 

ヤング係数 Es (kN/mm2) = 1～999 

 主鉄筋のヤング係数を入力します。 

  

スターラップの材質 材質名 半角 20 文字 

 スターラップの材質名を入力します。 

 

引張降伏強度の特性値 fwyk (N/mm2) = 1～999 

（スターラップ） スターラップの引張降伏強度を入力します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、入力は不要です。 

 

安全係数 γc、γs、γb、γa、γf、γi = 0.01～9.99 

 材料（枠材、鋼材）、部材、構造解析、荷重、構造物に対する安全係数を入力しま

す。 

 

参考値 各設定値は参考値ボタンから値を取得することができます。 
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3.5.1.4. 計算結果 

 

 
 

項目 説明 
 

主鉄筋（径） 使用する主鉄筋の呼び名です。 

 

主鉄筋（本数） 本プログラムは単鉄筋計算で鉄筋本数を算出しているため、枠断面における片側

の鉄筋本数を表示しています。 

 

スターラップ（径） 使用するスターラップの鉄筋です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（本数） 使用するスターラップの鉄筋の本数です。この本数は１ヶ所に束にして配置するス

ターラップの本数です。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

スターラップ（間隔） 最小間隔から最大間隔の範囲内で最適な配置間隔を表示します。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 

 

曲げモーメント（鉄筋比） 主鉄筋の断面積と枠の有効断面積の比を鉄筋比 p として表示します。釣合鉄筋比

の 0.75 倍（0.75・pb）を上回る場合は、赤く表示されます。 

 

曲げモーメント（安全性） 終局限界状態における曲げモーメントに対する照査値を表示します。1.0 を上回る

場合は、赤く表示されます。 

 

せん断力（斜め圧縮破壊） 終局限界状態における設計せん断耐力 Vyd を表示します。枠材腹部の設計斜め

圧縮破壊耐力 Vwcd を上回る場合は、赤く表示されます。 

 ※スターラップを配置しない場合は、“―”になります。 
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項目 説明 
 

せん断力（安全性） 終局限界状態におけるせん断力に対する照査値を表示します。1.0 を上回る場合

は、赤く表示されます。 

 

総合判定 各照査項目を総合的に判定します。詳細については、プレビューで確認して下さ

い。 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 
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3.5.2. 併用工の計算 

  

RT フレーム工法のロックボルト工併用につきましては、切土補強土工法計算システム「補強土」で対応しておりま

す。 
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3.6. GT フレーム工法 
3.6.1. 抑制工の計算 

  

ここでは、抑制工の計算の流れと画面の説明をします。 

抑制工に分類されるものは次の 2 種類です。GT フレーム工法は限界状態設計法のみとなっています。 

 

 

モデル分類 フロー 

  ・のり肩崩壊 [直線] 

  ・のり中間崩壊 [円弧] 

 

 
nWAKUの起動

現場の設定

のり勾配と崩壊規模

枠の設定

枠の配置条件

抑制工

係数の設定

nWAKUの終了

計算結果

 

 

 



 

130 

 

3.6.1.1. 現場の設定 

 

 
 

項目 説明 
 

地区名 地区名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

測線名 測線名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

備考 備考を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

メモ１～５ メモ書きを入力します。（省略可）メモ書きは印刷には反映されません。 

 半角 70 文字 
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3.6.1.2. のり勾配と崩壊規模（のり肩崩壊[直線]） 

 

 
 

項目 説明 
 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり面傾斜角 θ(°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

表層すべりの高さ H1 (m)  

 計算された表層すべりの高さを表示します。 

 

表層すべりの長さ L (m) = 0.001～99.999 

 表層すべりの長さを入力します。 

  ※入力すると、崩壊の長さとのり勾配から表層すべりの高さを計算しま

す。 

 

表層すべりの深さ D (m) = 0.001～99.999 

 表層すべりの深さを入力します。 

 ※入力すると、崩壊の深さと高さ、のり面勾配からすべり面勾配を計算します。 

 

すべり面角度 α (°) 

 計算されたくさび崩壊のすべり面角度を表示します。 

  

表層すべりの長さと同じにする □表層すべりの長さと同じにする 

 表層すべりの幅を表層すべりの長さと同じ値にする場合に選択します。チェックを

はずすと、表層すべりの幅を入力することができます。 

  

表層すべりの幅 Lx (m) = 0.001～99.999 

 表層すべりの幅を入力します。 

 

上載荷重の設定 □上載荷重を考慮する 

 上載荷重を考慮する場合に使用します。チェックを入れると、画面が切り替わりま

す。 

 

上載荷重 q’(kN/m2) = 0.01～999.99 
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3.6.1.3. のり勾配と崩壊規模（のり中間崩壊[円弧]） 

 

 
 

 

項目 説明 
 

のり勾配比 0.01～9.99 

 のり面の勾配比を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配比からのり勾配を計算します。 

 

のり面傾斜角 θ (°) = 0.01～89.99 

 のり面の勾配角度を入力します。 

 ※入力すると、のり勾配からのり勾配比を計算します。 

 

表層すべりの長さ L (m) = 0.001～99.999 

 円弧崩壊の長さを入力します。 

 

表層すべりの深さ D(m) = 0.001～99.999 

 円弧崩壊の深さを入力します。 

 ※崩壊の長さの半分を超えてはいけません。 

 ※「のり枠工の設計・施工指針（H18.11）全国特定法面保護協会」では、のり中間

からの崩壊に対して深さが 1.0m を越えるような崩壊は、抑制工として用いることは

できないとなっております。 

 

表層すべりの長さと同じにする □表層すべりの長さと同じにする 

 表層すべりの幅を表層すべりの長さと同じ値にする場合に選択します。チェックを

はずすと、表層すべりの幅を入力することができます。 

  

表層すべりの幅 Lx (m) = 0.001～99.999 

 表層すべりの幅を入力します。 
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3.6.1.4. 枠の設定 

 

 
 

 

項目 説明 
 

枠幅 ｂ(m)=0.01～9.99 

 枠の幅を入力します。 

 

枠高 h(m)=0.01～9.99 

 枠の高さを入力します。 

 

枠断面積 A(m2)=0.001～9.999 

 枠の断面積を入力します。 

 

種別 ジオグリッド（GT フォーム）の名称を入力します。 

 半角 20 文字 

 

部材幅 bGT(m)=0.01～9.99 

 部材幅を入力します。 

 

製品基準強度 TGT(kN/m)=0.01～99.99 

 製品基準強度を入力します。 

 

粘着力 ｃGT(kN/m2)=0.01～99.99 

 製品基準強度を入力します。 
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3.6.1.5. 係数の設定 

 

 
 

 

項目 説明 
 

増加させる安全率 ⊿Fs=0.01～9.99 

 増加させる安全率を入力します。 

 

安全係数 γmg、γms、γbg、γbs、γa、γf、γi = 0.01～9.99 

 材料（GT フォーム、改良土）、部材（GT フォーム、改良土）、構造解析、 

 荷重、構造物に対する安全係数を入力します。 

 参考値ボタンで安全係数を取得することができます。 

 

すべり土塊 土質名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γ1(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで土質名と単位体積重量の値を取得することができます。 

  

のり枠 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γ2(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

植生基材 材料名 半角 20 文字 

 単位体積重量 γ3(kN/m3) = 0.1～99.9 

 参考値ボタンで材料名と単位体積重量の値を取得することができます。 

 

植生基材の吹付厚 ｄ（m）= 0.01～9.99 

 参考値ボタンで植生基材の吹付厚の値を取得することができます。 
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3.6.1.6. 枠の配置条件 

 

 
 

 

項目 説明 
 

計算タイプ ○標準計算 

 ○トライアル計算 

 計算パターンを選択します。 

 

縦枠本数  

  

 

 

横枠本数  

 

  

 

 

 

◆標準計算◆ 

 

縦枠間隔 lx（m）= 0.01～9.99 

 縦枠間隔を入力します。 

 

横枠間隔の設定 ○一定間隔 

 ○任意の間隔 

 横枠間隔の設定方法を選択します。 

 

横枠間隔 ly（m）= 0.01～9.99 

 横枠間隔を入力します。 

 

のり肩崩壊[直線] のり中間崩壊[円弧] 

▼最小本数とする 

▼最大本数とする（デフォルト） 

▼最小本数とする（デフォルト） 

▼最大本数とする 

のり肩崩壊[直線] のり中間崩壊[円弧] 

計算値 
▼最小本数とする（デフォルト） 

▼最大本数とする 
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◆トライアル計算◆  

 

 
 

 

項目 説明 
 

縦枠間隔 lx（m）= 0.01～9.99 

 計算を行う縦枠間隔の開始と終了間隔を入力します。 

 

 

横枠間隔 ly（m）= 0.01～9.99 

 計算を行う横枠間隔の開始と終了間隔を入力します。 
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3.6.1.7. 計算結果 

 

 
 

 

◆トライアル計算の場合◆ 

 
 

項目 説明 

 

簡易印刷 入力条件と計算結果のみを印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

全頁印刷 計算結果を報告書タイプで印刷します。 

 ※Word マークのついているボタンを押すと MicrosoftWord 形式の出力となります。 

 

◆トライアルの場合◆ 

 

選択 印刷したい結果に選択欄にチェック印をつけてください。 

 

 

Web ページへの参照を チェックをつけると Web ページを参照します。工法の詳細情報を取得することがで 

有効にする きます。 
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（空白ページ） 
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4. 施工計画書 
 

この章では、「施工計画書」を出力するまでの流れを説明します。 

 

4.1  施工計画書の作成 

4.2  フロー 

4.3  工事情報 

4.4  工事数量 

4.5  計画工程表 

4.6  現場組織表 

4.7  指定機械/主要機械 

4.8  主要資材 

4.9  施工手順 

4.10 施工管理計画 

4.11 緊急時の体制および対応 

4.12 CO2 排出量 

4.13 その他 

4.14 Excel 出力 

4.15 書式の適用 
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4.1. 施工計画書の作成 
 

施工計画書の作成は、のり枠工計算から施工計画書を出力する場合と、機能選択から直接施工計画書の作成を

行う 2 パターンが用意されています。 

 

【のり枠工設計計算】                     【機能選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施工計画書の作成】 
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4.2. フロー 
 

施工計画書は次のフローにそって、入力を行います。 
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4.3. 工事情報 
 

 
 

 

項目 説明 
 

表紙タイトル 施工計画書の表紙のタイトルを入力します。 

 全角 100 文字 

 

サブタイトル 施工計画書の表紙のサブタイトルを入力します。 

 全角 100 文字 

 

日付 日付を入力します。[日付]ボタンをクリックするとカレンダーから日付を設定できま

す。 

 全角 20 文字 

 

会社名 会社名を入力します。 

 全角 100 文字 

 

工事名 工事名を入力します。 

 全角 100 文字 

 

工事場所 工事場所を入力します。 

 全角 100 文字 

 

工期 工期を入力します。[日付]ボタンをクリックするとカレンダーから日付を設定できま

す。 

 全角 20 文字 

 

請負金額 請負金額（税込み）を入力します。 

 半角 20 文字 
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項目 説明 
 

発注者 発注者を入力します。 

 全角 100 文字 

 

所在地 発注者の所在地を入力します。 

 全角 100 文字 

 

ＴＥＬ 発注者の電話番号を入力します。 

 全角 20 文字 

 

請負者 請負者を入力します。 

 全角 100 文字 

 

所在地 請負者の所在地を入力します。 

 全角 100 文字 

 

ＴＥＬ 請負者の電話番号を入力します。 

 全角 20 文字 

 

会社情報代入  登録された会社情報を請負者、所在地、ＴＥＬに代入します。会社情報代入 

   ボタンをクリックした場合に、会社情報が全て空白の場合は、会社情報を登録 

   することができます。入力後ＯＫをクリックすることで、会社情報が代入されます。 

   すでに会社情報が登録されている場合は、会社情報を表示した後、代入を行います。 

    

※会社情報の登録は、メニュー[施工設定]-[会社情報]から登録できます。 
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4.4. 工事数量 
 

 
 

 

項目 説明 
 

のり枠工設計計算と連携 のり枠工設計計算から連携している場合は、崩壊形状モデル名が表示されます。

のり枠工設計計算と連携していない場合は「なし」と表示されます。 

 

連携解除 のり枠工設計計算と連携している場合に有効となります。連携を解除する場合はク

リックしてください。 

 

対策工 以下の 3 種類から選択します。ただし、のり枠工設計計算と連携している場合は、

のり枠工設計計算で選択した対策工のみの選択となります。 

 □抑制工 

 □ロックボルト工併用（鉄筋挿入工） 

 □グラウンドアンカー工併用 

 

<枠総延長> 

縦枠 0.000～999.999(m) 

 枠総延長（縦枠）を入力します。 

 

横枠 0.000～999.999(m) 

 枠総延長（横枠）を入力します。 
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項目 説明 
 

<枠断面>  

枠高 0～999(mm) 

 枠断面（枠高）を入力します。のり枠工設計計算から施工計画書を作成した場合 

 は、のり枠の設定で入力している値が代入されます。 

 

枠幅 0～999(mm) 

 枠断面（幅）を入力します。のり枠工設計計算から施工計画書を作成した場合は、

のり枠の設定で入力している値が代入されます。 

 

中詰め材 中詰め材の有無を設定します。以下の 3 種類から選択します。 

 ○モルタル 

 ○コンクリート 

 ○植生基材 

 のり枠工設計計算の中詰め材の種類が代入される場合は、 

   中詰め材種類「モルタル」  → ○モルタル 

   中詰め材種類「コンクリート」 → ○コンクリート 

   上記以外    → ○植生基材 が選択されます。 

 

中詰め材の厚さ 1～100(cm) 

 中詰め材の厚さを入力します。 

 

中詰め材の数量 0.001～9999.999(m2) 

 中詰め材の数量を入力します。 

 

【鉄筋挿入工】 

長さ 0～99.99(m) 

 ロックボルトの長さを入力します。 

 

本数 0～999(本) 

 ロックボルトの本数を入力します。 

 

長さ合計 ロックボルトの総長さ(m)を表示します。 

 

現場条件 現場条件を選択します。 

 ○現場条件Ⅰ 

 ○現場条件Ⅱ 

 ○現場条件Ⅲ 

 

削孔機上下移動 0.1～999.9（回） 

 削孔機の上下移動回数を入力します。 

 

仮設足場 0.001～9999.999（空 m3） 

 仮設足場を入力します。 

 

 

【グラウンドアンカー工】 

長さ 0～99.99(m) 

 グラウンドアンカーの長さを入力します。 

  

本数 0～999(本) 

 グラウンドアンカーの本数を入力します。 
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項目 説明 
 

長さ合計 グラウンドアンカーの総長さ(m)を表示します。 

 

削孔機上下移動 0.1～999.9（回） 

 削孔機の上下移動回数を入力します。 

 

仮設足場 0.001～9999.999（空 m3） 

 仮設足場を入力します。 
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4.5. 計画工程表 
 

計画工程表を作成します。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

工種 工種を入力します。] 

 全角 30 文字 

 

種別 種別を入力します。 

 全角 30 文字 

 

規格 規格を入力します。 

 全角 30 文字 

 

数量 0.000～99999999.9999 

 数量を入力します。 

 

単位 単位を入力します。 

 全角 10 文字 

 

稼働日数 0.0～9999.9 

 稼働日数を入力します。 
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項目 説明 
 

暦日数 暦日数を表示します。 

 

開始日 開始日を入力します。 

 半角 10 文字 

 

終了日 終了日を入力します。 

 半角 10 文字 

 

工事数量から追加 工事数量画面で入力した数値から稼働日数を算出し追加を行います。 

 

日付割り当て 稼働日数を先頭になる開始日から日付を計算し設定します。 

 

挿入 工程表の行を挿入します。 

 

削除 工程表の行を削除します。 

 

バーチャート色 バーチャート色の色部分をクリックすると色選択ができます。 

 

  
 

 

暦日換算率 [暦日換算率]ボタンから暦日換算率を設定します。 

  

 設定には以下の 2 種類から選択できます。 

 ○暦日/稼働日 

 ○指定する 
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4.6. 現場組織表 
 

現場組織表を作成します。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

表タイプ 現場組織表のタイプを選択します。 

 ○テンプレート利用 

 ○Excel ファイル取り込み 

 

【テンプレート利用】 

現場代理人 現場代理人を入力します。 

 全角 30 文字 

 

監理（主任）技術者 監理（主任）技術者の氏名を入力します。 

 全角 30 文字 

 

監理（主任）技術者ＴＥＬ 監理（主任）技術者の連絡先を入力します。 

 全角 30 文字 

 

出来形管理係 出来形管理係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

品質管理係 品質管理係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

工程管理係 工程管理係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

資機材係 資機材係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

安全管理係 安全管理係を入力します。 

 全角 30 文字 
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項目 説明 
 

【Excel ファイル取り込み】 既存の Exceｌファイルを取り込むことができます。 

 

取り込みファイル 既存のファイルの場所を参照ボタンより設定してください。 

 Exceｌファイルの 1 番目のシートが取り込まれます。 

 

参考 Excel を開く 現場組織表の参考となる Excel ファイルを開きます。自由に作成した後、取り込み

ファイルに設定することで、取り込みを行うことができます。 
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4.7. 指定機械/主要機械 
 

指定機械の入力を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

【指定機械】 

機械名 機械名を入力します。 

 全角 30 文字 

 

規格 機械の規格を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 

 

台数 0～9999 

 機械の数量を入力します。 

 

使用工種 使用工種を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 

 

備考 備考を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 
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項目 説明 
 

機械挿入 登録済の機械リストから選択し、挿入を行います。 

 

追加 最終行に追加を行います。 

 

挿入 行の挿入を行います。 

 

削除 行の削除を行います。 

 

リスト参照 登録済の指定機械一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択することで、

代入もしくは挿入されます。 

 指定機械リストを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストから削除するこ

とができます。 

 

  
 

登録 現在表示している指定機械のリストを登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 

 

  
 

【主要機械】 

機械名 機械名を入力します。 

 全角 30 文字 

 

規格 機械の規格を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 

 

台数 0～9999 

 機械の数量を入力します。 
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項目 説明 
 

使用工種 使用工種を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 

 

備考 備考を入力します。改行を入れることも可能です。 

 全角 50 文字 

 

機械挿入 登録済の機械リストから選択し、挿入を行います。 

 

追加 最終行に追加を行います。 

 

挿入 行の挿入を行います。 

 

削除 行の削除を行います。 

 

リスト参照 登録済の主要機械一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択することで、

代入もしくは挿入されます。 

 主要機械リストを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストから削除するこ

とができます。 

 

  
 

登録 現在表示している主要機械のリストを登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 
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4.8. 主要資材 
 

主要資材の入力を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

工種 工種を入力します。 

 全角 30 文字 

 

資材名 資材名を入力します。 

 全角 50 文字 

 

規格 資材の規格を入力します。 

 全角 50 文字 

 

単位 単位を入力します。 

 全角 10 文字 

 

数量 0～999.99 

 数量を入力します。 
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項目 説明 
 

資材挿入 登録済の主要資材リストから選択し、挿入を行います。 

 

追加 最終行に追加を行います。 

 

挿入 行の挿入を行います。 

 

削除 行の削除を行います。 

 

リスト参照 登録済の主要資材一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択することで、

代入もしくは挿入されます。 

 主要資材タイプを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストから削除する

ことができます。 

 

  
 

登録 現在表示している主要資材のリストを登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 
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4.9. 施工手順 
 

施工手順の入力を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

フロー項目 フロー項目を入力します。フロー項目は、最大 12 個です。 

 全角 30 文字 

 

解説 フロー項目に対する解説を入力します。 

 全角 500 文字 

 

 

【吹付枠工-吹付モルタル標準配合】 

セメント セメントのコメントを入力します。 

 全角 10 文字 

 

細骨材 細骨材のコメントを入力します。 

 全角 10 文字 

 

水 水のコメントを入力します。 

 全角 10 文字 
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項目 説明 
 

【鉄筋挿入工/グラウンドアンカー工-グラウトの標準配合】 

セメント セメントのコメントを入力します。 

 全角 10 文字 

 

水（Ｗ/Ｃ） 水（Ｗ/Ｃ）のコメントを入力します。 

 全角 10 文字 

 

混和剤 混和剤のコメントを入力します。 

 全角 10 文字 

 

追加 最終行に追加を行います。 

 

挿入 フロー項目の行を挿入します。 

 

削除 フロー項目の行を削除します。 

 

リスト参照 登録済の施工手順一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択することで、

代入されます。 

 施工手順リストを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストから削除するこ

とができます。 

 

  
 

登録 現在表示している施工手順を登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 

   



 

158 

 

4.10. 施工管理計画 
 

施工管理計画では、出来形管理、品質管理、写真管理項目ついて選択を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

出来形管理 出来形管理に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェック

を付けてください。 

 

品質管理 品質管理に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを

付けてください。 

 

選択 品質管理にチェックを付けた場合に有効となります。各対策工に対する品質管理

項目にチェックを付けます。 

 

写真管理 写真管理に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを

付けてください。 
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4.11. 緊急時の体制および対応 
 

緊急時の体制および対応に関する入力を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

緊急時の体制および対応 緊急時の体制および対応に関する章を出力する場合に使用します。出力する場

合は、チェックを付けてください。 

 

【テンプレート利用】 

災害対策部長/ＴＥＬ 災害対策部長および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

災害対策副部長/ＴＥＬ 災害対策副部長および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

情報連絡係 情報連絡係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

対策係 対策係を入力します。 

 全角 30 文字 

 

本社/ＴＥＬ 本社および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

現場事務所/ＴＥＬ 現場事務所および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

現場代理人 現場代理人を入力します。 

 全角 30 文字 

 

発注者/ＴＥＬ 発注者および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 
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項目 説明 
 

警察署/ＴＥＬ 警察署および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

消防署/ＴＥＬ 消防署および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

病院/ＴＥＬ 病院および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

労働基準監督署/ＴＥＬ 労働基準監督署および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

電気・ガス・上下水道等/ＴＥＬ 電気、ガス、上下水道等の名称および連絡先（電話番号）を入力します。 

 全角 30 文字 

 

 

【Excel ファイル取り込み】 既存の Exceｌファイルを取り込むことができます。 

 

取り込みファイル 既存のファイルの場所を参照ボタンより設定してください。 

 Exceｌファイルの 1 番目のシートが取り込まれます。 

 

参考 Excel を開く 現場組織表の参考となる Excel ファイルを開きます。自由に作成した後、取り込み

ファイルに設定することで、取り込みを行うことができます。 
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4.12. CO2排出量 
 

CO2 排出量に関する入力を行います。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

CO2 排出量の削減について CO2 排出量の削減に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チ

ェックを付けてください。 

 

機械名 機械名を入力します。 

 全角 30 文字 

 

燃料 機械の燃料を入力します。 

 全角 30 文字 

 

単位 単位を入力します。 

 全角 10 文字 

 

使用量 0～99999.999 

 使用量を入力します。 

 

排出係数 0～99999.999(kgCO2) 

 排出係数を入力します。  
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項目 説明 
 

CO2 排出量 0～99999.999(tCO2) 

 CO2 排出量を入力します。 

 

機械挿入 登録済の CO2 排出機械リストから選択し、挿入を行います。 

 

追加 最終行に追加を行います。 

 

挿入 行の挿入を行います。 

 

削除 行の削除を行います。 

 

リスト参照 登録済の CO2 排出機械一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択すること

で、代入もしくは挿入されます。 

 CO2 排出機械リストを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストから削除

することができます。 

 

  
 

 

登録 現在表示している CO2 排出機械のリストを登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 
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4.13. その他 
 

その他として以下の項目の出力の有無を設定します。 

 

 
 

 

項目 説明 
 

安全管理 安全管理に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを

付けてください。 

 

交通管理 交通管理に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを

付けてください。 

 

環境対策 環境対策に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを

付けてください。 

 

現場作業環境の整備 現場作業環境の整備に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合 

 は、チェックを付けてください。 
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項目 説明 
 

リスト参照 登録済の現場作業環境の整備一覧が表示されます。過去に作成したリストを選択

することで、代入されます。 

 現場作業環境の整備リストを選択した状態で[削除]ボタンをクリックすると、リストか

ら削除することができます。 

 

  
 

登録 現在表示している現場作業環境の整備のリストを登録することができます。 

 登録ボタンをクリックすると、登録名称を入力するダイアログが開くので、名称を入

力してください。 

 

  
 

実施内容 実施内容を入力します。改行をいれることも可能です。 

 全角 100 文字 

 

実施場所 実施場所を入力します。改行をいれることも可能です。 

 全角 100 文字 

 

再生資源の利用の促進と 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法に関する章を出力する 

建設副産物の適正処理方法 場合に使用します。出力する場合は、チェックを付けてください。 

 

その他 その他に関する章を出力する場合に使用します。出力する場合は、チェックを付け

てください。 
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4.14. Excel 出力 
 

全ての入力が完了しましたら、Excel 出力をクリックしてください。 

Excel ファイルで施工計画書が出力されます。 

 

 
 

 

 

 

 

■マメ知識■ 

 

本システムは入出力データとして Excel に出力を行います。また、データ生成の過程で各社でお手持ちの

施工計画書を参考にできる作りとなっています。 

今回のバージョンではお手持ちの施工計画書が Word の場合の対応は行っていません。そのため Word の施

工計画書を参考として取り入れたい場合は、事前に Excel データに変換しておく必要がありますが、Word の

内容を全体コピーして Excel にペーストすると、レイアウトが崩れてしまうことがあります。レイアウトを

崩さずに Word ファイルを Excel ファイルに変換するためには、以下のような手順を行うと崩れずにとりこむ

ことができることが多いです。ご参考にしてください。 

 

<<Word を Excel に変換するおすすめ方法・手順>> 

 

(1) Word の「ファイル」を選択します。 

(2) 名前を付けて保存します。 

(3) 保存形式「Web ページ」を選択します。 

(4) Web ページ形式で保存されたことを確認します。 

(5) Excel の「開く」から保存したファイルを選択します。 
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4.15. 書式の適用 
 

過去に作成した書式を登録し、次回作成する際に書式を適用することができます。 

 

 

 
 

 

項目 説明 
 

書式登録 現在編集中の書式を登録します。登録される内容は、現場組織表以下の項目とな

ります。 

 

  
 

書式削除 削除する書式を選択し、書式削除をクリックすると削除できます。 

 

適用 登録されている書式を選択し、適用をクリックすると、現在編集中の現場組織表以

降の項目に書式が適用されます。 

  

この書式が登録されます。 
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5. 吹付工法・厚さ検討 
 

この章では、「吹付工法および吹付厚さの検討書」を出力するまでの流れを説明します。 

 

 5.1 画面構成 

 5.2 地山の状態と吹付厚さ グラフ 

 5.3 斜面の勾配と吹付厚さ グラフ 

 5.4 吹付仕様の設定 
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5.1. 画面構成 
 

「吹付工法・厚さ検討」機能の画面は、左部の「吹付仕様の設定」、上部の「地山の状態と吹付厚さ」グラフ、下部の

「斜面の勾配と吹付厚さ」グラフの３つのパートから構成されています。 
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5.2. 地山の状態と吹付厚さ グラフ 
 

 

 
 

 

 

項目 説明 
 

縦軸スライダー 地山の状態を設定します。 ボタンで設定することもできます。 

（地山の状態） 

 

横軸スライダー 斜面状態を設定します。 

（斜面状態） 

 

吹付厚さ（cm） 斜面状態の設定値に応じて吹付厚さが求まります。 

  

丸め設定 〇切り上げ 

 〇四捨五入 

 〇切り捨て 

 設定に従い、吹付厚さを丸めます。 

 

  

縦軸スライダー 

横軸スライダー 
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5.3. 斜面の勾配と吹付厚さ グラフ 
 

 
 

 

 

項目 説明 
 

縦軸スライダー 勾配を設定します。 ボタンで設定することもできます。 

（勾配） 

 

吹付厚さ（cm） 勾配（赤水平線）と、地山の状態の直線（青線）が交差する位置から吹付厚さが求

まります。 

 

丸め設定 〇切り上げ 

 〇四捨五入 

 〇切り捨て 

 設定に従い、吹付厚さを丸めます。 

 

  

縦軸スライダー 
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5.4. 吹付仕様の設定 
 

 
 

項目 説明 
 

吹付工法 〇コンクリート 

 〇モルタル 

 吹付工法を選択します。「地山の状態と吹付厚さ グラフ」の地山の状態と斜面状

態の設定次第で選択可能な項目が変わります。 

 

下地処理 〇鉄筋 

 〇鉄筋＋10#×75 

 〇10#×75 

 〇14#×50 

 〇使用しない 

 吹付工法の下地処理を選択します。「地山の状態と吹付厚さ グラフ」の地山の状

態の設定次第で選択可能な項目が変わります。 

 

勾配との関係図の併用 □勾配との関係図も併用する 

 チェックすると、「斜面の勾配と吹付厚さ グラフ」が有効になります。 

 

吹付厚さ 

地山の状態 「地山の状態と吹付厚さ」グラフから求められた吹付厚さが表示されます。 

 

斜面の勾配 「斜面の勾配と吹付厚さ」グラフから求められた吹付厚さが表示されます。 

 

採用値 〇最大 

 〇平均 

 〇指定 

 ２つのグラフから求められた吹付厚さに対し、最大、平均、指定から選択し決定値

とします。指定を選択した場合は、直接入力して下さい。 

 

Word 出力 検討書を Word 文書として出力します。 

 

印刷 検討書を印刷します。  
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（空白ページ） 
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6. のり面補修提案書 
 

この章では、「のり面補修提案書」を出力するまでの流れを説明します。 

 

 6.1 フローチャート 

 6.2 表紙設定 

 6.3 簡易調査 

 6.4 老朽化現象 

 6.5 補修工法の提案 

 6.6 詳細調査の提案 

 

 

 

6.1. フローチャート 
 

フローチャートは以下のコマンドで構成されています。 
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6.2. 表紙設定 
 

 
 

 

項目 説明 
 

表紙タイトル 表紙タイトルを入力します。 

 半角 70 文字 

 

サブタイトル 表紙のサブタイトルを入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

地区名 地区名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

日付 日付を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 

 

会社名 会社名を入力します。（省略可） 

 半角 70 文字 
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6.3. 簡易調査 
 

 
 

 

 

項目 説明 
 

調査 1～5 実施した調査内容を入力します。 

 半角 40 文字 

 

既往調査資料の設定 □既往調査資料も使用 

 既往調査資料の使用について検討書に記載する場合にチェックを付けます。 

 チェックを付けた場合、資料 1～5 が入力可能になります。 

 

資料 1～5 既往調査資料の名称を入力します。 

 半角 40 文字 
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6.4. 老朽化現象 
 

 
 

 

項目 説明 
 

老朽化現象のパターン選択 □ ①吹付自体の老朽化・劣化 

 □ ②吹付と背面地山の密着性低下 

 □ ③のり面自体の不安定化 

 老朽化現象として該当するパターンにチェックします。 
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6.5. 補修工法の提案 
 

 
 

項目 説明 
 

補修工法の選択 〇「熱赤外線映像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル」 による補修工法 

 〇ニューレスプ工法 （ニューレスプ協会） 

 〇のリフレッシュ工法 （のリフレッシュ工法協会） 

 〇トーコンプラス工法 （東興ジオテック株式会社） 

 提案する補修工法を選択します。 

 

補修工法 〇モルタル吹付工 

 〇落石防止網 

 〇枠工 + 枠内緑化（※） 

 〇厚層基材吹付工 

 〇鉄筋挿入工 + 枠工 + 枠内モルタル吹付 

 〇アンカー工 + 枠工 + 枠内モルタル吹付 

 〇鉄筋挿入工 + 枠工 + 枠内緑化（※） 

 〇アンカー工 + 枠工 + 枠内緑化（※） 

 補修工法を選択します。一般工法のみ有効です。 

 

※枠内緑化 〇厚層基材吹付工 

 〇枠内植生土壌 

 枠内緑化の工種を選択します。（※）の付いた補修工法のみ、選択することができ

ます。また、一般工法のみ有効です。 

 

裏込め注入＋鉄筋挿入工 〇実施する 

 〇実施しない 

 裏込め注入＋鉄筋挿入工の実施の有無を選択します。一般工法のみ有効です。 
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6.6. 詳細調査の提案 
 

 
 

 

項目 説明 
 

詳細調査を省略する □詳細調査を省略する 

 詳細調査を省略する場合にチェックを入れます。 

 チェックを入れると以降の設定を省略できます。 

 

吹付本体を確認するため □変位量調査 

の調査 □赤外線サーモグラフィー法 

 □湧水量 

 □打音調査 

 □コア抜き調査 

 □穿孔調査 

 チェックを入れると、吹付本体を確認するための調査として提案書に記載されま

す。 

 

地山状態を確認するため □地盤調査（調査ボーリング） 

の調査 □土質試験（土の三軸圧縮試験） 

 □水位観測（地山内部の水位観測） 

 チェックを入れると、地山状態を確認するための調査として提案書に記載されま

す。 
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7. 空洞概略マップ・ボリューム計算 
 

この章では、「空洞概略マップ・ボリューム計算」を出力するまでの流れを説明します。 

 

 7.1 メイン画面の名称 

 7.2 フローチャート 

 7.3 表示項目の設定 

 7.4 メニューバー 

 7.5 空洞概略マップの描画 

 7.6 のり面形状 

 7.7 空洞ポイント設定 

 7.8 空洞クラック設定 

 7.9 表示設定 

 7.10 ボリューム計算 

 7.11 Word 出力 

 7.12 CAD 出力 
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7.1. メイン画面の名称 
 

 

 

  
 

 

 

 

タイトルバー 

ウィンドウ上端のアプリケーション名とファイル名が表示される部分です。タイトルバーをマウスで押したまま動か

すと、ウィンドウを移動できます。また、右端のボタンで以下のウィンドウ操作ができます。 

 

 

 
[元のサイズに戻す]ボタン 

 
[最小化]ボタン 

 
[最大化]ボタン 

 
[閉じる]ボタン 

 

 

メニューバー 

メニューバーの各項目をクリックするとさまざまなメニューコマンドが表示され、それをクリックすることによってコマ

ンドが実行されます。メニューバーには以下のものがあります。 

 

[ファイル]   ファイル操作 

[表示]     表示の設定 

[ヘルプ]   ヘルプ、バージョン情報 

 

 

  

タイトルバー メニューバー ツールバー フローチャートコントロール 

描画領域 

表示項目の設定 
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ツールバー 

ツールバーには、[ファイル]メニューの[上書き保存]など、nWAKU でよく使われるコマンドと同じ機能を持ったボ

タンが表示されています。ツールバーからコマンドを実行するには、ツールバー上の各ボタンをクリックしてくださ

い。ツールバーには以下のものがあります。 

 

・・・ファイルを新規に作成します。 

・・・既存のファイルを開きます。 

・・・ファイルを上書きして保存します。 

・・・バージョン情報を表示します。 

・・・断面図を拡大表示します。 

・・・断面図を縮小表示します。。 

 

  



 

182 

 

7.2. フローチャート 
 

空洞概略マップの出力までの流れを示したものです。 

フロー項目がそれぞれ１画面に対応しています。項目部分をクリックすると作業領域の画面が切り替わり、データ

の入力や結果の表示を確認することができます。上から順番にデータを入力していけば簡単に結果を導くことが

出来ます。 
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7.3. 表示項目の設定 
 

 

 
 

 

項目 説明 
 

表示 

グリッド表示設定 □グリッド表示 

 チェックを入れると、描画領域にグリッドが表示されます。 

 

コンター表示設定 □コンター表示 

 チェックを入れると、描画領域にコンターが表示されます。 

 

グラデーション表示設定 □グラデーション表示 

 チェックを入れると、描画領域にグラデーションが表示されます。 

 

空洞ポイント表示設定 □空洞ポイント表示 

 チェックを入れると、描画領域に空洞ポイントが表示されます。 

 

空洞クラック表示設定 □空洞クラック表示 

 チェックを入れると、描画領域に空洞クラックが表示されます。 

 

文字の表示設定 〇名称 

 〇深さ 

 「名称」を選択した場合、空洞ポイント名（アルファベット順）および空洞クラック名

（番号順）が表示されます。 

 「深さ」を選択した場合、空洞ポイントおよび空洞クラック毎の空洞深さが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「深さ」を選択した場合「名称」を選択した場合
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7.4. メニューバー 
 

ここでは、メニューバーついて説明します。 

 

 6.4.1 [ファイル]メニューのコマンド 

 6.4.2 [表示]メニューのコマンド 

 6.4.3 [ヘルプ]メニューのコマンド 
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7.4.1. [ファイル]メニューのコマンド 

 

 
 

新規作成 

ファイルを新規に作成します。 

 

開く 

既存のファイルを開きます。 

 

上書き保存 

作業中のファイルを上書きして保存します。ただし、新規ファイルの場合はファイル名を入力する必要がありま

す。 

 

名前を付けて保存 

作業中のファイルに新しい名前を付けて保存します。 

 

クリップボードに画面コピー 

クリップボードに現在の画面をコピーします。Excel や Word 等に添付することが出来ます。 

 

名前を付けて保存 

作業中のファイルに新しい名前を付けて保存します。 

 

Word 出力 

入力条件、コンターマップ、空洞ボリューム計算表を Word 文書で出力します。 

 

CAD 出力 

コンターマップを CAD 出力します。 

 

最近使ったファイル 

最近使ったファイルが 10 個まで表示されます。クリックすればファイルが開きます。 

 

終了 

「空洞概略マップ」を終了します。このとき、ファイルに変更がある場合は保存するかどうかのメッセージが表示さ

れます。 
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7.4.2. [表示]メニューのコマンド 

 

 
 

 

表示設定 

「表示設定」ダイアログを表示します。 

 

拡大 

描画領域を拡大表示します。 

 

縮小 

描画領域を縮小表示します。 

 

ツールバーの表示 

ツールバーの表示/非表示を切り替えます。 
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7.4.3. [ヘルプ]メニューのコマンド 

 

 
 

 

取り扱い説明書（PDF） 

取り扱い説明書（PDF）を表示します。 

 

バージョン情報 

「空洞概略マップ」のバージョン情報を表示します。 
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7.5. 空洞概略マップの描画 
 

 空洞概略マップは、ポイントと折れ線で、空洞の状態やボリュームを概略で表現します。 

 

「空洞ポイント」の中心点、「空洞クラック」の中心線に対し、設定した空洞の「深さ」と「幅」に従って、コンター線とグ

ラデーションを描画します。 

 

 

 
 

 

 

 

  

空洞クラック 

空洞ポイント 

空洞深さグラデーションの凡例 

空洞の深さと幅 
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7.6. のり面形状 
 

 

 
 

 

項目 説明 
 

表示設定 

グリッド間隔(m) 0.10～10.00 

 グリッド間隔を入力します。マウスで座標入力する際、シフトキーを押しながらクリッ

クすると、グリッドに吸着します。 

 

縦横比（Y：X） 0.1～99.9 

 描画図形の X 軸に対する Y 軸の比率を入力します。 

 

区間距離 ΔX(m)=0.00～99.99 

 のり面の区間距離を入力します。 

 

のり長 Y(m)=0.00～99.99 

 のり長さを入力します。 
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7.7. 空洞ポイント設定 
 

  
 

 

項目 説明 
 

マウス入力 チェックを入れると、空洞ポイントの座標をマウスクリックで入力できます。シフトキ

ーを押しながらクリックすると、グリッド上に吸着します。 

 

挿入 選択行の上に空行を挿入します。 

 

削除 選択行を削除します。 

 

解説 空洞の深さと幅に関する解説ダイアログを表示します。 

 

座標 

X（m） 0.00～9999.99 

 空洞ポイントの X 座標を入力します。 

 

Y（m） 0.00～99.99 

 空洞ポイントの Y 座標を入力します。 

 

深さ（ｃｍ） 0.0～999.9 

 空洞の深さを入力します。 

 

幅（cm） 0.0～9999.9 

 空洞の幅を入力します。 

 

勾配（深さ：片幅） 空洞の勾配を、(幅/2)÷深さで表しています。 
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7.8. 空洞クラック設定 
 

 

  
 

項目 説明 
 

クラック名 入力したクラックを切り替えます。 

 

追加 クラックを追加します。 

 

削除 選択されているクラックを削除します。 

 

解説 空洞の深さと幅に関する解説ダイアログを表示します。 

 

深さ（ｃｍ） 0.0～999.9 

 クラックの深さを入力します。 

 

幅（cm） 0.0～9999.9 

 空洞の幅を入力します。 

 

勾配（深さ：片幅） 空洞の勾配を、(幅/2)÷深さで表しています。 

 

色 クラック線形の色を設定します。 

 

マウス入力 チェックを入れると、クラックの頂点座標をマウスクリックで入力できます。 

 

座標 

X（m） 0.00～9999.99 

 クラックの頂点 X 座標を入力します。 

 

Y（m） 0.00～99.99 

 クラックの頂点 Y 座標を入力します。 
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7.9. 表示設定 
 

 
 

 

項目 説明 
 

空洞ポイント 

大きさ 1～100 

 空洞ポイントを表す円の大きさを設定します。 

 

色 空洞ポイントを表す円の色を設定します。 

 

空洞クラック 

線の太さ 1～100 

 クラック線形の線の太さを設定します。 

 

コンター設定 

計算精度（m） 0.01～10.00 

 コンターを計算する際の精度を設定します。値が小さいほど滑らかな表示になりま

す。 

 

間隔（cm） 0.1～9999.9 

 描画するコンターの間隔を設定します。 

 また、空洞ボリューム計算時に、コンター面積の集計ピッチとなります。 

 

強調間隔（cm） 0.1～9999.9 

 強調描画するコンターの間隔を設定します。 

 

線の太さ 1～100 

 コンターの線の太さを設定します。 
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項目 説明 
 

グラデーション色設定 

初期化 グラデーション色の設定を初期値に戻します。 

 

均等配分 No.6 と No.1 の空洞深さの差を 5 等分し、No.2 から No.5 の深さを均等配分します。 

 

空洞深さ（cm） 0.0～9999.9 

 グラデーションの範囲となる空洞深さを設定します。 

 

色 指定したグラデーション範囲の色を設定します。 

 

設定した色のみで塗る 設定した色のみで塗る場合にチェックを入れます。 
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7.10. ボリューム計算 
 

フローチャートの[ボリューム計算]ボタンをクリックすると、空洞のボリュームの計算結果を確認できます。 

 

 

 
 

項目 説明 
 

空洞ボリューム計算結果 

空洞深さ(m) 空洞の深さを表示します。 

 

コンター面積集計(m2) 空洞深さごとのコンター面積の集計を表示します。 

 

平均面積(m2) 前後のコンター面積集計を平均したものを表示します。 

 

コンター間隔（cm） 前後の空洞深さの差を表示します。 

 [表示設定]-[コンター設定]で設定した値になります。 

 

ボリューム（m3） 平均面積×コンター間隔とした体積を表示します。 
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7.11. Word 出力 
 

フローチャートの[Word 出力]ボタンをクリックすると、[Word 出力項目選択]画面が表示されます。出力内容を選択

し、[OK]ボタンをクリックすると Word 出力を開始します。 

 

 

 
 

 

項目 説明 
 

出力選択 

入力条件 □入力条件 

 チェックを入れると、のり面形状、空洞ポイント座標、空洞クラック座標等の入力条

件を出力します。 

 

マップ・ボリューム計算 □マップ・ボリューム計算 

 チェックを入れると、空洞概略マップおよび空洞ボリューム計算表を出力します。 
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7.12. CAD 出力 
 

フローチャートの[CAD 出力]ボタンをクリックすると、以下のような CAD 出力のプレビュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAD ファイル形式(cfv、dwg、dxf、sfc、p21)を選択、ファイル名を入力し、[保存]ボタンをクリックします。 
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CAD ファイルのレイヤは、のり面形状、空洞ポイント、空洞クラック、コンター線、コンター線（強調）、座標軸、用紙

枠の７つに分けられます。 

 

項目 レイヤ名 説明 

のり面形状 NORIMEN のり面形状を出力 

空洞ポイント HOLE-POINT 空洞ポイントの位置を出力 

空洞クラック HOLE-CRACK 空洞クラックの中心線を出力 

コンター線 CONTOUR-SEG 空洞コンターを出力 

コンター線 （強調） CONTOUR-SEG-BIG 空洞コンター（強調）を出力 

座標軸 GRID 座標軸を出力 

用紙枠 PAPER 用紙枠を出力 

 

 

 

 

 
（CAD ファイルを弊社ソフト「CRAFT5」で開いた際のイメージ） 
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（空白ページ） 
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8. 規格、設定、参考値 
 

この章では、「nWAKU」に登録されている規格、設定、参考値について説明します。 

 

8.1 規格 

8.2 設定 

8.3 参考値 

 

 

8.1. 規格 
 

ここでは、「nWAKU」の計算に関する各種の規格の説明をします。 

 

8.1.1 異形鉄筋 

8.1.2 ロックボルト材 

8.1.3 ソイルクリート 

8.1.4 イージーシェルフ 

8.1.5 RT フレーム 

8.1.6 ＧＴフレーム[ＧＴフレーム枠断面] 

8.1.７ ＧＴフレーム[ジオグリッド] 
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8.1.1. 異形鉄筋 

 

 出荷時の設定は「JIS G 3112」による値（D6 は除く）を使用 

 

 
 

 

項目 説明 
 

呼び径（名称） 半角 3 文字 

 異形鉄筋の規格名を入力します。 

 

呼び径（φ） 0～99(mm) 

 異形鉄筋の直径を入力します。 

 

単位質量 0.001～99.9(kg/m) 

 異形鉄筋の単位質量を入力します。 

 

公称断面積 0.0001～99.99(cm2) 

 異形鉄筋の公称断面積を入力します。 

 

公称周長 0.1～99.9(cm) 

 異形鉄筋の公称周長を入力します。 
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8.1.2. ロックボルト材 

 

 出荷時の設定は「JIS G 3112」による D19～D29 の値を使用 

 腐食性環境下の設定値については、直径 1mm の腐食しろを考慮して算出 

 

 
 

 

項目 説明 
 

呼び径（名称） 半角 3 文字 

 異形鉄筋の規格名を入力します。 

 

単位質量 0.001～99.9(kg/m) 

 異形鉄筋の単位質量を入力します。 

 

公称直径 0.1～99.9(mm) 

（一般の場合） 異形鉄筋の直径を入力します。 

 

公称断面積 0.001～99.999(cm2) 

（一般の場合） 異形鉄筋の公称断面積を入力します。 

 

公称直径 0.1～99.9(mm) 

（腐食環境下の場合） 異形鉄筋の直径を入力します。 

 

公称断面積 0.001～99.999(cm2) 

（腐食環境下の場合） 異形鉄筋の公称断面積を入力します。 
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8.1.3. ソイルクリート 

 

 規格寸法の変更はできません。 

 

 
 

 

 

 

8.1.4. イージーシェルフ 

 

 規格寸法の変更はできません。 

 

 
 

 

 

 

8.1.5. ＲＴフレーム 

 

 規格寸法の変更はできません。 
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8.1.6. ＧＴフレーム[ＧＴフレーム枠断面] 

 

 

 
 

 

項目 説明 
 

枠幅 b(m)0.01～9.99  

 ＧＴフレームの枠幅を入力します。 

 

枠高 h(m)0.01～9.99  

 ＧＴフレームの枠高を入力します。 

 

断面積 A(m2)0.001～9.999  

 ＧＴフレームの枠の断面積を入力します。 

 

備考 備考を入力します。 
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8.1.7. ＧＴフレーム[ジオグリッド] 

 

 

 
 

 

項目 説明 
 

種別 ＧＴフレームの枠幅を入力します。 

 

部材幅 bGT(m)0.01～9.99  

 ＧＴフレームの部材幅を入力します。 

 

製品基準強度 TGT(kN/m)0.01～99.99  

 ＧＴフレームの製品基準強度を入力します。 

 

種別 ＧＴフレームの材質を入力します。 

 

標準目合 ＧＴフレームの標準目合を入力します。 
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8.2. 設定 
 

ここでは、「nWAKU」の計算に関する各種の設定の説明をします。 

 

8.2.1 設計積雪深の設定 

8.2.2 Mmax･Smax 算出式 

8.2.3 Mmax 算出式 （ソイルクリート工法） 

8.2.4 テンドン極限、降伏引張り力に対する低減率 
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8.2.1. 設計積雪深の設定 

 

出典 「北海道開発局 道路設計要領 第 1 集 道路」 令和 4 年 4 月  

北海道開発局 P.1-4-18 

 

 
 

 

項目 説明 
 

勾配比 0.01～9.98（未満）、0.02～9.99（以上） 

 積雪深を考慮する率に対応したのり面の勾配比を入力します。 

 

積雪深の考慮率 0～100 (％) 

 積雪深を考慮する割合を入力します。 
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8.2.2. Mmax･Smax の算定式 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」  

平成７年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正） 

(社)全国特定のり面保護協会 P.77,79 

出典 「全訂新版 フリーフレーム工法」 

2020 年 7 月  

フリーフレーム協会 P.72 

  
  

出典 「構造力学公式集」 

昭和 61 年 6 月  

(社)土木学会 P.128,134,160 

 

 

 

 

 

項目 説明 
 

分子 1～99 

 最大曲げモーメントおよび最大せん断力の係数の分子を入力します。 

 各スパンに設定します。 

 

分母 1～99 

 最大曲げモーメントおよび最大せん断力の係数の分母を入力します。 

 各スパンに設定します。 
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8.2.3. Mmax の算定式 （ソイルクリート工法） 

 

出典 「ソイルクリート工法 設計・施工指針（案）」 令和 2 年 4 月 

 

  
 

 

 

 

8.2.4. テンドン極限、降伏引張り力に対する低減率 

 

出典 「グラウンドアンカー設計・施工基準,同解説」 平成 24 年 5 月 (社)地盤工学会 P.74 

 

  
 

 

 

項目 説明 
 

テンドン極限引張り力 0.01～9.99 

(Tus)に対して テンドン極限引張り力に対する低減率を入力します。 

 

テンドン降伏引張り力 0.01～9.99 

(Tys)に対して テンドン降伏引張り力に対する低減率を入力します。 
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8.3. 参考値 
 

ここでは、「nWAKU」の計算で使用する参考値の説明をします。 

 

8.3.1  標準枠断面 

8.3.2  箱抜き径 

8.3.3  単位体積重量 

8.3.4  許容応力度法（仕様規程型） 

8.3.5  限界状態設計法（性能照査型） 

8.3.6  鋼材の許容応力度 

8.3.7  地盤の許容支持力 

8.3.8  極限周面摩擦抵抗 

8.3.9  許容付着応力度 

8.3.10 引き抜きに対する安全率 

8.3.11 プレートの許容曲げ応力度 

8.3.12 標準スパン 

8.3.13 GT フレーム工法 
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8.3.1. 標準枠断面 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」 平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.付 14 

 

 
鉄筋の配置長については、フリーフレーム工法の FP 型を参照 

（200×200 は、FM 型で D10 の場合の値） 

 

 

 

 

8.3.2. 箱抜き径 

 

出典 「JIS ハンドブック」 配管 (JIS K 6741-2004) 

(財)日本規格協会 
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8.3.3. 単位体積重量 

 

(1)移動土塊 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」  

平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.38 

出典 「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」 

2003 年 3 月 

フリーフレーム協会 P.15 

  
 

 

 

(2)のり枠 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」  

平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.38 

出典 「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」 

2003 年 3 月 

フリーフレーム協会 P.15 
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(3)中詰め材 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」  

平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.38 

出典 「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」 

2003 年 3 月 

フリーフレーム協会 P.15 

  
 

 

(4)積雪 

 

出典 「北海道開発局 道路設計要領 第 1 集 道路」  

平成２9 年 4 月  

北海道開発局 P.1-4-32 

 

 

 

 

(4)水切り 
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8.3.4. 許容応力度法（仕様規程型） 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」(社)全国特定法面保護協会 

（旧指針）平成 15 年 3 月、P.32  /  （新指針）平成 25 年 10 月、P.付 10 

 
 

出典 「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」 2003 年 3 月 フリーフレーム協会 P.23 

 
 

出典 「コンクリート標準示方書 [構造性能照査編] 」 平成 14 年 3 月 (社)土木学会 P.243,246 

 
 

出典 「道路橋示方書・同解説（Ⅲコンクリート橋編）」 平成 24 年 3 月 (社)日本道路協会 P.126,128,155 
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8.3.5. 限界状態設計法（性能照査型） 

 

(1)安全係数 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」 平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.37、P.付 4 

 

 
 

 

 

(2)モルタル/コンクリートの照査条件 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」 平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.59 
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(3)鉄筋の照査条件 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」 平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.59 

 

 
 

 

 

 

 

 

(4)許容ひび割れ幅係数 

 

出典 「のり枠工の設計・施工指針」 平成 25 年 10 月 

（社）全国特定法面保護協会 P.48 
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8.3.6. 鋼材の許容応力度 

 

(1)主アンカー 

 

出典 「フリーフレーム工法 設計・施工の手引き」 2003 年 3 月 

フリーフレーム協会 P.23 

 

出典 「北海道開発局 道路設計要領 第 1 集 道路」 平成 29 年 4 月  

北海道開発局 P.1-4-33 

 

 
 

 

 

(2)ロックボルト 

 

出典 「切土補強土工法 設計･施工要領」 平成 19 年 1 月 

東・中・西日本高速道路(株) P.31 
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8.3.7. 地盤の許容支持力 

 

出典 「グラウンドアンカー工設計・施工要領」 平成 19 年 8 月 

東・中・西日本高速道路（株） P.83 
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8.3.8. 極限周面摩擦抵抗 

 

(1)ロックボルト 

 

出典 「切土補強土工法 設計･施工要領」 平成 19 年 1 月 

東・中・西日本高速道路（株） P.33 

 

  
 

 

(2)グラウンドアンカー 

 

出典 「グラウンドアンカー設計･施工基準，同解説」 平成 24 年 5 月 

(社)地盤工学会 P.78 
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8.3.9. 許容付着応力度 

 

(1)ロックボルト 

 

出典 「切土補強土工法 設計･施工要領」 平成 19 年 1 月 

東・中・西日本高速道路（株）  P.31 

 

  
 

 

 

(2)グラウンドアンカー 

 

出典 「グラウンドアンカー設計･施工基準，同解説」 平成 24 年 5 月 

(社)地盤工学会 P.76 
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8.3.10. 引き抜きに対する安全率 

 

(1)ロックボルト 

 

出典 「切土補強土工法 設計･施工要領」 平成 19 年 1 月 

東・中・西日本高速道路（株）  P.31 

 

  
 

 

 

(2)グラウンドアンカー 

 

出典 「グラウンドアンカー設計･施工基準，同解説」 平成 24 年 5 月 

(社)地盤工学会 P.77 
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8.3.11. プレートの許容曲げ応力度 

 

出典 「道路橋示方書・同解説（Ⅳ下部構造編）」 平成 24 年 3 月 

(社)日本道路協会 P.167 

ただし、短期許容応力度については長期許容応力度の 1.5 倍としている。 

 

  
 

 

 

 

8.3.12. 標準スパン 

 

出典 フリーフレーム協会資料 より引用 
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8.3.13. GT フレーム工法 

 

（1）単位体積重量（のり枠） 

 

出典 「GT フレーム工法 設計・施工の手引き」 2019 年 6 月 

 

 
 

 

 

(2) 部分安全係数 

 

出典 「GT フレーム工法 設計・施工の手引き」 2019 年 6 月 

 

 
 

 

 

(3) 植生基材の吹付厚 
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9. 計算式 
 

この章では、「nWAKU」の計算式について説明します。 

 

 

9.1 最大曲げモーメントおよび最大せん断力 

9.1.1 のり肩崩壊、のり面＋上部斜面[直線、くさび共通]の縦枠の場合 

9.1.2 のり中間崩壊[円弧]の縦枠の場合 

9.1.3 のり中間崩壊[くさび]の縦枠の場合 

9.1.4 併用工および抑制工（横枠）の場合 

9.2 荷重を分担する長さ 

9.3 等分布荷重 

9.4 安定計算 

9.5 移動土塊の重量とすべり面長 

9.6 抑止可能な崩壊規模の算出 

9.7 ロックボルトの計算方法（鉄筋挿入工） 

9.8 地盤支持力の計算 
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9.1. 最大曲げモーメントおよび最大せん断力 
 

9.1.1. のり肩崩壊、のり面＋上部斜面[直線、くさび共通]の縦枠の場合 

 

項目 式 

縦枠の最大曲げモーメント 

Mmax(kN･m) 1Pr
3

1
max LM   

縦枠の最大せん断力 

Smax(kN) 
Prmax S  

 

Pr  ： 縦枠が受ける集中荷重(kN) 

       0s inPr P  

P  ： ⊿Fs･W･sinθ0 (kN) 

⊿Fs  ： すべりに対して枠で増加させる安全率 

W  ： 縦枠１本あたりにかかる崩壊部分の重量(kN) 

θ0  ： のり勾配(°) 

α  ： 崩壊の角度(°) 

L1  ： 崩壊の長さ(m) 

 

※横枠については「9.1.4」を参照 

 

 

9.1.2. のり中間崩壊[円弧]の縦枠の場合 

 

項目 式 

縦枠の最大曲げモーメント 

Mmax(kN･m) 
1Pr

69

4
max LM 


  

縦枠の最大せん断力 

Smax(kN) 
Pr

3

2
max 　S  

 

Pr  ： 縦枠が受ける集中荷重(kN) 

    






 


2

180
cosPr


P  

P  ： ⊿Fs･W･sinθ0 (kN) 

⊿Fs  ： すべりに対して枠で増加させる安全率 

W  ： 縦枠１本あたりにかかる崩壊部分の重量(kN) 

θ0  ： のり勾配(°) 

α  ： 崩壊（扇形）の中心角(°) 

L1  ： 崩壊の長さ(m) 

 

※横枠については「9.1.4」を参照 
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9.1.3. のり中間崩壊[くさび]の縦枠の場合 

 

（1）三角形分布荷重モデル 

項目 式 

縦枠の最大曲げモーメント 

Mmax(kN･m) 

𝑀𝑚𝑎𝑥 =   
1

9 ∙ √3
∙ 𝑊 ∙ 𝐿1

2  

=   
2

9 ∙ √3
∙ 𝑃𝑟 ∙ 𝐿1

 

縦枠の最大せん断力 

Smax(kN) 

𝑆𝑚𝑎𝑥  =   
1

3
∙ 𝑊 ∙  𝐿1  

=   
2

3
∙ 𝑃𝑟

 

 

（2）等分布荷重モデル 

項目 式 

縦枠の最大曲げモーメント 

Mmax(kN･m) 

𝑀𝑚𝑎𝑥 =   
1

8
∙ 𝑊 ∙ 𝐿1

2  

=   
1

8
∙ 𝑃𝑟 ∙ 𝐿1

 

縦枠の最大せん断力 

Smax(kN) 

𝑆𝑚𝑎𝑥  =   
1

2
∙ 𝑊 ∙  𝐿1  

=   
1

2
∙ 𝑃𝑟

 

 

 

Pr  ： 縦枠が受ける集中荷重(kN) 

     𝑃𝑟 ＝ 𝑃 ∙ 𝑠𝑖𝑛(𝜃0 − 𝛼) 
P  ： ∆𝐹𝑠 ∙ 𝑊 ∙ 𝑠𝑖𝑛 𝛼 (kN) 

⊿Fs  ： すべりに対して枠で増加させる安全率 

W  ： 縦枠１本あたりにかかる崩壊部分の重量(kN) 

θ0  ： のり勾配(°) 

α  ： すべり面勾配(°) 

L1  ： 崩壊の長さ(m) 

 

※横枠については「9.1.4」を参照 
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9.1.4. 併用工および抑制工（横枠）の場合 

 

（1）最大曲げモーメント 

枠に発生する最大曲げモーメントは、計算結果がマイナスの場合、絶対値とします。 

（係数は構造力学公式集のものを使用しています。） 

 

最大曲げモーメント（1 スパン） Mmax(kN･m) 

条件 式 備考 

la = 0 and 

lb = 0 
2

8

1
max lwM 　  

 

la = lb 
)4(

8

1
max 22 lalwM 　  

2

2

1
max lawM  　　  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

la ＞ lb 
     2222

28

1
max lblallblalw

l
M 


　  

2

2

1
max lawM  　　  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

 

最大曲げモーメント（2 スパン以上） Mmax(kN･m) 

条件 式 備考 

2 スパン 2

8

1
max lwM  　　  

2

2

1
max lawM  　　  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

3 スパン 2

10

1
max lwM  　　  

2

2

1
max lawM  　　  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

4 スパン 

以上 
2

28

3
max lwM  　　  

2

2

1
max lawM  　　  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

 

ｗ  ： 等分布荷重(kN) 

ｌ  ： スパン長(m) 

ｌa  ： 張出し長(m) 

ｌb  ： 張出し長(m) 
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（2）最大最大せん断力 

枠に発生する最大せん断力は、計算結果がマイナスの場合、絶対値とします。 

（係数は構造力学公式集のものを使用しています。） 

 

最大せん断力（1 スパン） Smax(kN) 

条件 式 備考 

la = 0  

and 

lb = 0 

xwlwS 
2

1
max 　  

 

la = lb 
xwlwS 

2

1
max 　  

xwlawS max  

2 式のうち大きいほうの値を

Smax とする。 

la ＞ lb   xwlblalw
l

S 


 222

2

1
max 　  

xwlawS max  

2 式のうち大きいほうの値を

Smax とする。 

 

最大せん断力（2 スパン以上） Smax(kN) 

条件 式 備考 

2 スパン 
xwlwS 

8

5
max 　  

xwlawS max  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

3 スパン 
xwlwS 

5

3
max 　  

xwlawS max  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

4 スパン 

以上 
xwlwS 

28

17
max 　  

xwlawS max  

2 式のうち大きいほうの値を

Mmax とする。 

 

ｗ  ： 等分布荷重(kN) 

ｌ  ： スパン長(m) 

ｌa  ： 張出し長(m) 

ｌb  ： 張出し長(m) 

x  ： せん断力の照査位置(m) 
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9.2. 荷重を分担する長さ 
 

荷重を負担する長さ l(m) 

項目 式 

のり枠工のみの場合（横枠） xll  （横枠１スパンの長さ） 

のり中間崩壊（くさび）の場合（縦枠） 
1Ll  （崩壊部分にかかる縦枠の長さ） 

併用工の場合 
縦方向 

y

y

n

L
l 1

 または 
pyll 1  

横方向 

x

y

n

L
l 2

 

または 
pxll 2

 

 

lx  ： 横枠のスパン長(m) 

L1  ： 崩壊の長さ(m) 

Lｙ , Lx ： 枠の全長(m) 

nｙ , nx ： ロックボルトまたはアンカーの枠１本当たりの本数(本) 

lpy , lpx ： ロックボルトまたはアンカーのピッチ(m) 
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9.3. 等分布荷重 
 

等分布荷重 w (kN/m) 

項目 式 

のり枠工のみの場合（横枠） 

l

Q
w   

のり中間崩壊（くさび）の場合（縦枠） 

1

Pr

L
w   

併用工の場合 

21 ll

Pt
w


  

bll

Pt
w




21

 

1l

Pt
wy  、

2l

Pt
wx   

1

2/

l

Pt
wy  、

2

2/

l

Pt
wx   

 

Q  ： 横枠１スパンののり面方向に作用する荷重(kN) 

Pr  ： 縦枠が受ける集中荷重(kN) 

Pt  ： ロックボルトまたはアンカーの設計荷重(kN) 

 

 

9.4. 安定計算 
 

項目 式 

安定計算 Fs 





sin

tancos






W

lCW
Fs

Σ

ΣΣ
 

必要抑止力 Pr(kN/m) lCWWPFs ΣφΣΣ  tancossinPr   

 

ΣW･cosα ： 分割片における垂直方向分力(kN/m) 

ΣW･sinα ： 分割片における接線方向分力(kN/m) 

l  ： すべり面長(m) 

C  ： すべり面の粘着力(kN/m2) 

φ  ： すべり面の内部摩擦角(°) 

PFs  ： 計画安全率 
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9.5. 移動土塊の重量とすべり面長 
 

併用工[直線] 

 
 

移動土塊の重量 Wt (kN) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

すべり面長 L (m) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 







2

tan/
1 01  

1

1

sin
1



HdH
L


  

2

2 '
2

2 Lqt
HdL

Wt 


   

1sin
2



Hd
L   

 

ここで、 

Hd : スライスの深度(m) 12 tan LHd   

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 

※丸めなし 
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併用工[くさび A] 

 
 

移動土塊の重量 Wt(kN) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

すべり面長 L(m) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 








2

tan/
1 101  

1

11

sin
1







HdH

L  

1
111 B'qt

2

B)HdHd(
2Wt 





  

1

11

sin
2



HdHd
L




  

 

ここで、 

Hd1’ : スライスの深度(m) 
1111 tan HdBHd 


  

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 

※丸めなし 
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併用工[くさび B] 

 
 

移動土塊の重量 Wt (kN) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

すべり面長 L (m) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 







2

tan/
1 101  

1

11

sin
1



HdH
L


  

1
11 B'qt

2

HdB
2Wt 


  

2

1

cos
2



B
L   

 

ここで、 

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 
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併用工(上部斜面)[直線] 

 
 

移動土塊の重量 Wt (kN) 

（小数第 3位 四捨五入） 

すべり面長 L (m) 

（小数第 3位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 







2

tan/
1 01  

1

1

sin
1



HdH
L


  

2
11

2

L'qt
2

1

tan-tan

Hd
2Wt 

θα
 HdL 




)sin

)90sin(
2

11

1

－θ（

θ


 

 

ここで、 

Hd : スライスの深度(m) 1
)90sin

)sin(

1

10 LHd 



α（

－α
 

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 

※丸めなし 
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併用工[２段 A] 

 
 

移動土塊の重量 Wt (kN) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

すべり面長 L (m) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 








2

tan/
1 101  

1

11

sin
1







HdH

L  

t
BHdHd

Wt 






2

)(
2 111  

1

11

sin
2



HdHd
L




  

 
t

HHdHd
Wt 










2

tan/)(
3 1221  

2

212

sin
3







HdHdH

L  

2
222 B'qt

2

B)HdHd(
4Wt 





  

2

22

sin
4



HdHd
L




  

 

ここで、 

Hd１’ : 下位のり面のスライスの深度(m) 
1111 tan HdBHd 


  

Hd2’ : 上位のり面のスライスの深度(m) 
2222 tan HdBHd 


  

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 

※丸めなし 
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併用工[２段 B] 

 
 

移動土塊の重量 Wt (kN) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

すべり面長 L (m) 

（小数第 3 位 四捨五入） 

 
t

HdH
Wt 








2

tan/
1 101  

1

11

sin
1







HdH

L  

t
BHdHd

Wt 






2

)(
2 111  

1

11

sin
2



HdHd
L




  

 
t

HHdHd
Wt 







2

tan/)(
3 1221  

2

212

sin
3



HdHdH
L


  

2
22 B'qt

2

HdB
4Wt 


  

3

2

cos
4



B
L   

 

ここで、 

Hd１’ : 下位のり面のスライスの深度(m) 
1111 tan HdBHd 


  

q’ : 上載荷重 (kN/m2) 上載荷重がない場合は q’ = 0 として計算 

※丸めなし 
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9.6. 抑止可能な崩壊規模の算出 
 

抵抗曲げモーメント （小数第３位 切り捨て） 

項目 式 

抵抗曲げモーメント 

Mrmax(kN･m) = min(Mrmax1,Mrmax2) 

2

1max dbjpM sar   

2

2max
2

1
dbjkM car    

 

σsa  ： 鉄筋の許容引張応力度(N/mm2) 

σca  ： コンクリートの許容圧縮応力度(N/mm2) 

b  ： 枠幅(mm) 

d  ： 有効高(mm) 

p  ： 鉄筋比 （小数第５位 四捨五入） 
    )/( dbAsp  　Σ  

As  ： 鉄筋の断面積(mm2) 

ΣAs  ： 鉄筋の総断面積(mm2) 

    ΣAs =As×鉄筋本数 （小数第３位 四捨五入） 

k  ： 鉄筋係数 （小数第４位 四捨五入） 

      pnpnpnk 
2

2  

n  ： コンクリートと鉄筋の弾性係数比=15 

j  ： 鉄筋係数 （小数第４位 四捨五入） 

    
3

1
k

j   
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のり肩からの崩壊 

 

項目 式 

崩壊角度 α(°) 










 

dL

H




cos
tan 1

 

総重量 W(kN) WtWeWcW   

のり枠重量 Wc(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 

WcxWcyWc   

縦枠： chbLWcy   

横枠：   cNxhbblxWcx   

中詰め材重量 We(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
    eheblxNxbLWe   

移動土塊の重量 Wt(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
Ｗｔ ＝ 

 d・H 
 2 

 ・lx・γt＋lx・q’・d 

縦枠に作用する荷重 P(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
sin WFsP  

作用荷重 Pr(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
   sinPr P  

最大曲げモーメント Mmax(kN･m) 

（小数第３位 切り捨て） 
LM  Pr

3

1
max  

 

b  ： 枠幅(m) 

h  ： 枠高(m) 

he  ： 中詰め材厚さ(m) 

ｌｘ  ： 横枠のスパン長(m) 

Nx  ： 崩壊部分にかかる横枠本数（切り上げ） 

θ  ： のり勾配(°) 

γc  ： のり枠の単位体積重量(kN/m3) 

γe  ： 中詰め材の単位体積重量(kN/m3) 

γt  ： 移動土塊の単位体積重量(kN/m3) 

d  ： 崩壊の深さ(m) 

L  ： 崩壊の長さ(m) 

H  ： 崩壊の高さ(m) H=L×sinθ （小数第４位 四捨五入） 

B  ： 小段幅(m) 

Hd  ： すべり面深度(m) 

α  ： すべり面勾配(°) 

q’  ： 上載荷重(kN/m2) 
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のり中間からの崩壊 

 

項目 式 

円弧の半径 R(m) 












 2

2

42

1
d

L

d
R  

扇形の中心角 α(°) 










 

R

L

2
sin2 1  

総重量 W(kN) WtWeW   

中詰め材重量 We(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
    eheblxNxbLWe   

移動土塊の重量 Wt(kN) 

（小数第３位 四捨五入）   tlxdRLRWt 












2

1

360

2
 

縦枠に作用する荷重 P(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 
sin WFsP  

作用荷重 Pr(kN) 

（小数第３位 四捨五入） 






 


2

180
cosPr


P  

最大曲げモーメント Mmax(kN･m) 

（小数第３位 切り捨て） 
LM  Pr

69

4
max  

 

b  ： 枠幅(m) 

he  ： 中詰め材厚さ(m) 

ｌｘ  ： 横枠のスパン長(m) 

Nx  ： 崩壊部分にかかる横枠本数（切り捨て） 

θ  ： のり勾配(°) 

γc  ： のり枠の単位体積重量(kN/m3) 

γe  ： 中詰め材の単位体積重量(kN/m3) 

γt  ： 移動土塊の単位体積重量(kN/m3) 

d  ： 崩壊の深さ(m) 

L  ： 崩壊の長さ(m) 

H  ： 崩壊の高さ(m) H=L×sinθ （小数第４位 四捨五入） 
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9.7. ロックボルトの計算方法(鉄筋挿入工) 
 

項目 式 

補強後の安全率の算出 Fs 






sinW

SSS
Fs 321 ≧PFs 

)lCtancosW(S1   

 cosTmS2  

 tancosTmS3  

補強材の許容補強材力 Tpa ]Tsa,paT,paTmin[Tpa 21  

tal
1

1
paT 11 


  (考慮しない) 

taLapaT2   

AsTsa sa   

]tca,tpamin[ta   

設計引張力 Tm 

@

Pt
Tm   

TpaPt   

 

S1  ： すべり抵抗力(kN/m) 

S2  ： 補強材による引き止め力(kN/m) 

S3  ： 補強材による締め付け力(kN/m) 

ΣW･cosα ： 分割片における垂直方向分力(kN/m) 

ΣW･sinα ： 分割片における接線方向分力(kN/m) 

β  ： 補強材とすべり面とのなす角(°) 

l  ： すべり面長(m) 

C  ： すべり面の粘着力(kN/m2) 

φ  ： すべり面の内部摩擦角(°) 

PFs  ： 計画安全率 

T1pa  ： 移動土塊から受ける引抜抵抗力(kN/本) 

T2pa  ： 不動地山から受ける引抜抵抗力(kN/本) 

Tsa  ： 補強材の許容引張力(kN/本) 

l1  ： 移動土塊の有効定着長(m) 

La  ： 不動地山の有効定着長(m) 

μ  ： のり面工の低減係数 

ta  ： 許容付着力(kN/m) 

σsa  ： 補強材の許容引張応力度(N/mm2) 

As  ： 補強材の断面積(mm2) 

tpa  ： 地山と注入材の許容付着力(kN/m2) 

tca  ： 補強材と注入材の許容付着力(kN/m2) 

Pt  ： 補強材 1 本当たりの設計引張力(kN/m) 

λ  ： ロックボルト引張力の低減係数 

@  ： 補強材の水平打設間隔(m) 
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9.8. 地盤支持力の計算 
 

項目 式 

補強材 1 本当たりの負担する

載荷面積 A(m2) 
)bxly(bylxbxA   

地盤支持力 q(kN/m2) 
A

Pt
q   

 

bx  ： 横枠の枠幅(m) 

by  ： 縦枠の枠幅(m) 

ly  ： 縦スパン長(m) 

lx  ： 横スパン長(m) 

Pt  ： 補強材 1 本当たりの設計引張力(kN/m) 
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10. 参考文献 
 

ここでは「nWAKU」を作成するにあたり使用した参考文献を示します。 

 

 

のり枠工の設計･施工指針（改訂版第 3 版） 

平成 25 年 10 月 (社)全国特定法面保護協会 

 

のり枠工の設計･施工指針 

平成 7 年 10 月（平成 15 年 3 月一部修正） (社)全国特定法面保護協会 

 

フリーフレーム工法 設計･施工の手引き 

2003 年 3 月 理工図書(株)  フリーフレーム協会 

 

全訂新版 フリーフレーム工法 

2020 年 7 月 フリーフレーム協会 

 

道路工事設計施工要領 

平成 6 年 4 月 (社)北海道開発技術センター 

 

北海道開発局 道路設計要領 第 1 集 道路 

平成 29 年 4 月 北海道開発局 

 

北海道開発局 道路設計要領 第 1 集 道路 

令和 4 年 4 月 北海道開発局 

 

切土補強土工法設計･施工要領 

平成 19 年 1 月 東・中・西日本高速道路(株) 

 

グラウンドアンカー設計・施工要領 

平成 19 年 8 月 東・中・西日本高速道路(株) 

 

グラウンドアンカー設計･施工基準、同解説 

平成 24 年 5 月発行 (社)地盤工学会 

 

コンクリート標準示方書 [構造性能照査編] 

平成 14 年 3 月 (社)土木学会 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅰ共通編・Ⅳ下部構造編) 

平成 24 年 3 月 (社)日本道路協会 

 

道路橋示方書・同解説 (Ⅲコンクリート橋編) 

平成 24 年 3 月 (社)日本道路協会 

 

ソイルクリート工法 設計・施工指針（案） 

令和 2 年 4 月 簡易吹付法枠協会 

 

GT フレーム工法 設計・施工の手引き 

2019 年 6 月  補強土植生のり枠工協会 
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（空白ページ） 
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11. よくある質問 
 

この章では、「nWAKU」でよくある質問について解説します。 

 

11.1 張出し長の考え方 

11.2 ロックボルトおよびアンカーの配置方法 

11.3 のり長と縦枠の全長を一致させる方法 

11.4 のり中間崩壊[円弧]の Smax 式の根拠 

11.5 水切りの断面積の計算方法について 
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11.1. 張出しの考え方 
 

11.1.1. 張出しの先端に枠がない場合 

 

ロックボルトまたはアンカー工併用の縦枠の場合や横枠の場合は、次の２つのパターンが考えられます。 

 

 

b/2 ｌｃ
b/2

（１）張出しありの場合 （２）張出しなしの場合
 

 

（１）張出しありの場合 

最上段の横梁の上面より上に突出した部分がある場合、張出しありとなります。この場合の入力の最小値 lc 

は lc ＞ b/2 となります。 

 

（２）張出しなしの場合 

最上段の横梁より上に突出がない場合、張出しなしになります。この場合の入力最小値は０となります。 

ただし、0 ≦ lc ≦ b/2 までの値は張出しなしとなりますのでご注意ください。 

 

 

 

 

11.1.2. 張出しの先端に枠がある場合 

 

のり枠工のみの場合は、縦枠の上下張出しの先端に枠があるものとしていますので、次の２つのパターンが考えら

れます。 

 

 

b/2

ｌｃ

b/2

b

（１）張出しありの場合 （２）張出しなしの場合
 

 

（１）張出しありの場合 

最上段の横梁の上面より上に突出した部分がある場合、張出しありとなります。ただし、張出しの先端にも枠が

あるため、この場合の入力の最小値 lc は lc ＞ b + b/2 となります。 

 

（２）張出しなしの場合 

最上段の横梁より上に突出がない場合、張出しなしになります。この場合の入力最小値は０となります。 

ただし、0 ≦ lc ≦ b/2 までの値は張出しなしとなりますのでご注意ください。 
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11.2. ロックボルトおよびアンカーの配置方法 
 

11.2.1. 全格子点に配置 

 

 

ｌpｃ

ｌpｙ

ｌpd

ｌｃ

ｌd

ｌｙ

ｌｙ

ｌｙ

ｌxｌa ｌbｌx ｌx ｌx

ｌpx ｌpxｌpa ｌpb

ｌpｙ

ｌpｙ

ｌpx ｌpx

全格子点配置

1スパン

1スパン

1スパン

 
 

 

ロックボルトまたはアンカーを全格子点に配置する場合、ロックボルト、アンカーの配置ピッチは、枠のスパン長、張

出し長に連動します。 

 

例えば上図のような配置をする場合 

縦枠について 配置ピッチ 枠長 

上張出し長 lpc lc= lpc 

配置ピッチ lpy ly= lpy 

下張出し長 lpd ld= lpd 

 

横枠について 配置ピッチ 枠長 

左張出し長 lpa la= lpa 

配置ピッチ lpx lx= lpx 

右張出し長 lpb lb= lpb 

 

また、水平間隔 = lpx、施工段数 = 4 段 となります。 
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11.2.2. 千鳥配置 

 

 

ｌpｃ

ｌpｙ

ｌpd

ｌｃ

ｌd

ｌｙ

ｌｙ

ｌｙ

ｌxｌa ｌbｌx ｌx ｌx

ｌpx ｌpxｌpa ｌpb

千鳥配置

2スパン

1スパン

 
 

 

ロックボルトまたはアンカーを千鳥配置する場合、ロックボルト、アンカーの配置ピッチに対して枠のスパン長は 1/2

となります。また、張出しに関しては縦枠または横枠より突出するかどうかを考慮して張出し長を調整する必要があり

ます。 

 

例えば上図のような配置をする場合 

縦枠について 配置ピッチ 枠長 

上張出し長 lpc lc = lpc 

配置ピッチ lpy ly= lpy/2 

下張出し長 lpd ld= lpd- ly 

 

横枠について 配置ピッチ 枠長 

左張出し長 lpa la= lpa 

配置ピッチ lpx lx= lpx/2 

右張出し長 lpb lb= lpb 

 

また、水平間隔 = lpx、施工段数 = 4 段 となります。 
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11.2.3. 自由に配置 

 

 

ｌpｃ

ｌpｙ

ｌpd

ｌｃ

ｌd

ｌｙ

ｌｙ

ｌｙ

ｌxｌa ｌbｌx ｌx ｌx

ｌpx ｌpxｌpa ｌpb

2スパン

1スパン

自由配置（１枠おきに配置）  
 

 

ロックボルトまたはアンカーを自由に配置する場合、ロックボルト、アンカーの配置ピッチは、その間にある枠の本数

を考慮したスパン長となります。また、張出しに関しては縦枠または横枠より突出するかどうかを考慮して張出し長を

調整する必要があります。 

 

例えば上図のような配置をする場合 

縦枠について 配置ピッチ 枠長 

上張出し長 lpc lc = lpc 

配置ピッチ lpy ly= lpy/2 

下張出し長 lpd ld= lpd- ly 

 

横枠について 配置ピッチ 枠長 

左張出し長 lpa la= lpa 

配置ピッチ lpx lx= lpx/2 

右張出し長 lpb lb= lpb 

 

また、水平間隔 = lpx、施工段数 = 2 段 となります。 

 

このとき、地盤支持力の検討は行えませんので、ご了承ください。 
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11.3. のり長と縦枠の全長を一致させる方法 
 

 
 

 

「nWAKU」では、のり枠工のみの場合にのり長と縦枠の長さを一致させる必要があります。これを簡単にサポートす

るのが「縦枠入力補助」機能です。枠の外形を入力する画面にボタンがついていますのでそれをクリックすると上の画

面が表示されます。 

 

スパン長およびスパン数を入力して、張出し長のところにある「調整」ボタンをクリックすると必要な分の張出し長を

自動で計算してくれます。 

 

横枠の設置タイプは以下の３つがあり、それぞれ張出しをどこに設定するかが変わります。 

○のり尻から配置 ・・・・・・・・・・・・・・ 上に張出しを設定します。 

○のり肩から配置 ・・・・・・・・・・・・・・ 下に張出しを設定します。 

○任意（上下に張出しを考慮） ・・・ 上下に張出しを設定します。 

 

 

※併用工の場合にも「縦配置入力補助」機能がありますので、ロックボルトおよびアンカーの配置ピッチから張出

し長を求める場合にご使用ください。 
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11.4. のり中間崩壊[円弧]の Smax 式の根拠 
 

nWAKU の計算では、縦梁と横梁と異なるモデルで計算しています。 

 

■縦梁の考え方 

 

縦梁の解析モデルは、「のり枠工の設計・施工指針」「フリーフレーム工法」ともに以下としています 

 

 
 

両文献では、このモデルのせん断力の算出式の記載がありません。一般にはモーメントでチェックすればせん断に

ついても OK という考え方です。nWAKU ではせん断のチェックもします。せん断力は考えのもととなる「梁の公式集」

を参考に計算します。 

 

 
 

上記の解析モデルに対応した梁公式が上記 21 です。 

a = b = 
 l 
 2 

 となるので、 

RA = 
 wa 
 6l 

 ( a + 3b ) = 
 wl 
 6 

  

RB = 
 wa 
 2 

 － RA = 
 wl 
 12 

   

梁モデル 
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よって、RA ＞ RB となるので、最大せん断は、Sx1 式を使用します。 

Sx1 = RA －
 wｘ２

１ 
 2a 

  

ここで、Sx1 が最大になるのは、 

ｘ1 ＝ 0 の時なので、 

Sx1 = RA －
 w×0２ 

 2a 
  = RA 

よって、Smax = RA = 
 wl 
 6 

  となります。 

のり枠工指針では、 w＝
 4・Pr 

 l 
 なので、 

 

Smax = 
 2 

 3 
 Pr    となります。 

 

 

◇モデル図による検証 

 

 
せん断力図 

 

Rc ×l－Pr ×( l － 
 1 

 3 
 l ) = 0              RD = Pr －PC 

Rc ×l = Pr ×
 2 

 3 
 l                           = Pr －

 2 

 3 
 Pr 

∴ Rc = 
 2 

 3 
 Pr                          ∴ RD = 

 1 

 3 
 Pr  

せん断力図より Smax は RC , RD の最大をとればよい。 

 

Smax = MAX( RC , RD ) 

= 
 2 

 3 
 Pr  
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■横梁の考え方 

 

解析モデルとしては、横梁には同標高の荷重が連続的にかかるため、4 径間以上の等分布荷重モデルを使用して

います。このモデルは「のり枠工の設計・施工指針」「フリーフレーム工法」双方で使用しています。 

 

 
 

 

ここでせん断力の係数は下記のように 3 スパン以上については、3/5×(等分布荷重)×(スパン長)で計算していま

す。 

 

 

 
 

この係数の出典元は、「構造力学公式集」です。6/10 → 3/5 としています。 
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11.5. 水切りの断面積の計算方法について 
 

水切りの断面積は以下の計算式で算出しています。 

 

断面積 = 𝑋 × ℎ𝑥 ×
1

2
 

 

 
 

ここで、X は以下のとおりです。 

 

tan 𝜃0 =
ℎ𝑥

𝑋
… … ① 

 

勾配と斜面の角度の関係から、 

tan 𝜃0 =
1

𝑛
… … ② 

 

①を②に代入して、 
ℎ𝑥

𝑋
=

1

𝑛
 

 
𝑋 = 𝑛 × ℎ𝑥 

 

よって、 

断面積 = 𝑋 × ℎ𝑥 ×
1

2
 

      = 𝑛 ∙ ℎ𝑥 × ℎ𝑥 ×
1

2
 

 

と算出しています。 

 

 

 

 

hx

θ0

1:
n

0θ

1
n

X

0θ

hx

X
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